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は
じ
め
に

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
開
始
さ
れ
た
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
中
・
近
世

「
菅
浦
文
書
」
の
総
合
的
調
査
・
公
開
と
共
同
研
究
―
中
・
近
世
村
落
像
の
再
検

討
―（
1
）」

に
お
い
て
、
筆
者
は
主
に
「
菅
浦
文
書
研
究
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

作
業
を
行
っ
て
き
た
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
菅
浦
文
書
を
史
料
と
し
て
引
用
し
て

い
る
文
献
を
、
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
の
文
書
番
号
、
翻
刻
文
の
有
無
等
の
デ
ー
タ
と

と
も
に
網
羅
的
に
集
積
し
た
も
の
で
、
現
在
七
〇
〇
点
に
近
い
文
献
を
検
出
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
そ
れ
自
体
が
い
わ
ば
菅
浦
文
書
の
「
利
用
史
」

を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
、
本
稿
は
、
そ
の
作
業
を
進
め
る
中
で
浮
上
し
て
き
た
、

菅
浦
文
書
の
「
発
見
」（
本
稿
で
は
「
主
に
学
術
的
利
用
を
目
的
と
し
た
調
査
・
目

録
作
成
・
読
解
の
開
始
」
と
い
う
意
味
を
込
め
る
場
合
に
「
」
を
付
し
て
い
る
）、

及
び
そ
の
後
の
文
書
「
利
用
史
」
の
一
齣
を
具
体
的
な
史
料
に
基
づ
き
あ
き
ら
か
に

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
史
学
史
的
見
地
か
ら
の
「
菅
浦
文
書
史
」
の
深
化
を
企
図
す

る
も
の
で
あ
る
。

『
国
史
大
辞
典
』
の
「
菅
浦
文
書
」
項
か
ら
、
本
稿
の
目
的
に
か
か
わ
る
記
述
を

抜
粋
す
る
と
、「
す
で
に
明
治
年
間
（
一
八
六
八
―
一
九
一
二
）
菅
浦
区
で
は
（
菅

浦
文
書
の
―
筆
者
注
）
一
部
を
整
理
分
類
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
「
開
け
ず
の
箱
」

に
納
め
ら
れ
た
供
御
人
関
係
文
書
も
鎮
守
須
賀
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
中
村
直
勝
に
よ
り
発
見
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
、
並
行
し

て
東
京
大
学
史
料
編
纂
掛
・
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
で
影
写
さ
れ
、『
滋
賀

県
史
』『
東
浅
井
郡
志
』
に
も
一
部
採
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
『
彦
根
論
叢
』
に
全
点

掲
載
さ
れ
た
の
ち
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）・
四
十
二
年
に
滋
賀
大
学
経
済

学
部
史
料
館
よ
り
『
菅
浦
文
書
』
上
下
巻
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
原
本
は
現
在
同
史

料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る（
2
）」

と
あ
る
。
近
現
代
に
お
け
る
「
菅
浦
文
書
史
」
の
通
説

的
な
理
解
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。し
か
し
、こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

昭
和
三
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
菅
浦
文
書
』
の
序
文
に
は
、「
本
文
書
は
夙
に
大
正

の
初
年
に
お
い
て
東�

京�

大�

学�

史�

料�

編�

纂�

掛�

の�

採�

訪�

す�

る�

と�

こ�

ろ�

と
な
り（

3
）」（

傍
点
は

筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
と
あ
り
、
文
書
の
発
見
者
を
中
村
直
勝
と
す
る
先
の
通

説
的
叙
述
と
は
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、
菅
浦
文
書
を
用
い
た
中
世

史
研
究
が
展
開
さ
れ
る
中
、
菅
浦
文
書
「
発
見
」
と
そ
の
前
後
の
事
情
に
関
す
る
分

析
は
、
―
―
早
い
段
階
か
ら
歴
史
的
な
事
実
関
係
に
い
く
つ
か
の
混
乱
が
認
め
ら
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
長
ら
く
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
「
菅
浦
文
書
史
」
に
着
目
し
た
研
究
は
、
す
で
に
一
定

の
蓄
積
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
嚆
矢
が
、
菅
浦
文
書
に
対
す
る
史
料
批
判
を
初
め
て

本
格
的
に
行
っ
た
関
口
恒
雄
氏
の
研
究
で
あ
る（

4
）。氏

の
研
究
は
、菅
浦
文
書
の
利
用
・

保
管
形
態
を
通
じ
た
村
落
構
造
や
住
民
組
織
の
解
明
を
主
眼
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
、
菅
浦
文
書
の
保
管
体
制
や
文
書
「
発
見
」
の
経
緯
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
関
口
氏
の
研
究
を
受
け
継
ぎ
、
菅
浦
文
書

を
改
め
て
総
合
的
に
分
析
し
た
田
中
克
行
氏
の
研
究
で
あ
る（

5
）。

田
中
氏
に
よ
る
作
業

に
よ
っ
て
初
め
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
事
実
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
以
下
の
二

点
に
つ
い
て
、
本
稿
の
問
題
意
識
と
あ
わ
せ
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
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ま
ず
一
点
目
は
、
菅
浦
区
に
共
有
文
書
と
し
て
伝
来
し
た
文
書
群
全
体
（
現
在
は

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
の
寄
託
と
な
っ
て
い
る
）
の
構
造
と
分
類
を
初
め

て
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
全
体
の
叙
述
に
か
か
わ
る
た
め
、
こ
こ
で
田
中
氏

の
知
見
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

Ａ
群：

中
世
の
部
・
そ
の
1
（
一
〜
六
八
九
号
・
一
二
四
四
〜
一
二
六
一
号
、
六
九

〇
〜
六
九
七
号
）（「
○
○
号
」
は
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
の
文
書
番
号
を
指
す
。
以

下
同
じ
）

区
長
回
り
持
ち
の
通
称
「
開
け
ず
の
箱
」
に
納
め
ら
れ
て
い
た
文
書
群
。
第
壱
号

綴
か
ら
第
三
四
号
綴
ま
で
の
帖
綴
さ
れ
た
一
群
（
一
〜
六
八
九
号
）、「
号
外
」
の
表

題
の
あ
る
綴
り
（
一
二
四
四
〜
一
二
六
一
号（

6
））、

包
紙
が
付
随
し
、
未
帖
綴
の
文
書

群
（
六
九
〇
〜
六
九
七
号
）
か
ら
な
る
。

Ｂ
群：

須
賀
神
社
所
蔵
（
六
九
八
〜
七
二
五
号
）

須
賀
神
社
に
別
置
さ
れ
て
い
た
文
書
群
（
よ
っ
て
厳
密
に
は
こ
れ
ら
全
体
を
「
所

蔵
文
書
」
と
は
称
し
が
た
い
―
筆
者
注
）。「
い
」「
ろ
」「
は
」
…
の
符
号
を
も
つ
包

紙
を
備
え
た
文
書
が
集
中
し
て
い
る（

7
）。
そ
れ
ら
符
号
を
持
つ
包
紙
を
備
え
た
文
書
は

Ａ
群
に
も
あ
り
、
特
定
の
文
書
番
号
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る（

8
）。
田
中
氏
は
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
元
来
Ｂ
群
（
以
下
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
Ｂ
群
文
書
を
旧
Ｂ
群
文
書
と

呼
称
）
に
属
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、「
い
」「
ろ
」「
は
」
…
の
符
号
の
包
紙
を
持
た
な
い
文
書
は
①
元
来
の
須

賀
神
社
所
蔵
文
書
（
七
二
四
号
及
び
刊
本
未
収
録
文
書
一
点
）、
②
土
地
関
係
証
文

（
六
九
八
〜
七
〇
五
、
七
二
〇
号
。
う
ち
六
九
八
、
七
〇
〇
、
七
〇
一
号
は
須
賀
神

社
所
蔵
文
書
と
呼
び
う
る
内
容
で
あ
る
）、
③
符
号
は
な
い
が
、
近
世
の
包
紙
が
加

え
ら
れ
て
い
る
文
書
（
七
一
一
、
七
一
二
、
七
二
二
号
）、
④
そ
の
他
（
七
一
八
、

七
一
九
、
七
二
三
、
七
二
五
号
。
こ
れ
ら
は
本
来
Ａ
群
に
属
し
た
可
能
性
が
あ
る
）

に
わ
け
ら
れ
る
。

Ｃ
群：

中
世
の
部
・
そ
の
2
（
七
二
六
〜
一
二
四
三
号
）

菅
浦
共
有
文
書
で
は
あ
る
が
、
帖
綴
さ
れ
て
い
な
い
文
書
群
。
Ａ
群
と
質
的
な
差

は
な
く
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
関
口
氏
の
研
究
に
よ
り
、

Ａ
群
・
Ｃ
群
文
書
に
は
近
世
菅
浦
家
文
書
及
び
菅
浦
共
有
文
書
近
世
分
の
混
入
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
群：

近
世
の
部

菅
浦
の
惣
寺
阿
弥
陀
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
群
。
近
世
後
期
か
ら
明
治
一
〇

年
頃
ま
で
の
文
書
が
多
い
（
な
お
、
近
年
本
史
料
群
の
再
整
理
作
業
が
進
み
、
目
録

が
公
刊
さ
れ
た（
9
）。

本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
文
書
を
利
用
し
て
い
る
）。

Ｅ
群：

近
現
代
の
部

現
在
菅
浦
区
で
管
理
さ
れ
て
い
る
文
書
群
。
こ
れ
ら
も
現
在
阿
弥
陀
寺
で
保
管
さ

れ
て
お
り
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
現
在
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

に
よ
る
整
理
・
撮
影
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
用
い
る
「
歳
入
出
明
細

帳
」
な
ど
は
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る（
10
）。

以
上
の
分
類
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
後
に
関
説
す
る
が
、
結
論
と
し
て
は
概
ね
踏

襲
し
て
問
題
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
分
類
に
基
づ
い

て
論
を
進
め
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
区
分
が
発
生
し
た
時
期
・
経
緯
や
そ
の

性
質
な
ど
に
つ
い
て
は
若
干
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
改
め

て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
し
て
二
点
目
は
、
明
治
期
か
ら
文
書
の
「
発
見
」
を
経
て
、
現
在
に
至
る
ま
で

の
菅
浦
文
書
の
歴
史
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
史
学
史
的
見
地
か
ら
そ
れ
を
整

理
し
た
の
は
田
中
氏
が
最
初
で
あ
り
、
文
書
発
見
時
に
お
け
る
中
川
泉
三
・
三
上
参

次
の
関
与
や
、
計
二
回
に
わ
た
る
菅
浦
文
書
の
京
都
帝
国
大
学
（
以
下
京
大
）
へ
の



菅
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搬
出
と
い
っ
た
事
実
を
提
示
し
た
点
は
、「
菅
浦
文
書
史
」
を
考
察
す
る
上
で
極
め

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
菅
浦
区
内
の
阿
弥
陀
寺
住
職
で
あ
る
秋
山

富
男
氏
が
、
菅
浦
及
び
阿
弥
陀
寺
に
残
さ
れ
る
史
料
な
ど
を
用
い
て
、「
菅
浦
文
書

史
」
に
か
か
わ
る
よ
り
一
層
詳
細
な
事
実
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
り
、
本
稿
の
内
容

も
、
秋
山
氏
が
紹
介
し
た
史
料
や
そ
の
研
究
成
果
に
拠
る
部
分
が
非
常
に
多
い
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
申
し
述
べ
て
お
き
た
い（
11
）。

た
だ
し
、
文
書
の
「
発
見
」
当
時
の
史
料
か
ら
は
、
既
往
の
研
究
で
な
お
見
落
と

さ
れ
て
い
る
事
実
も
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
今
回
の
作
業
に
お
い
て
、
近
年

整
理
が
終
了
し
た
、
郷
土
史
家
中
川
泉
三
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
蒐
集
・
蓄
積
し
た
史

資
料
群
『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料（
12
）』

に
、「
菅
浦
文
書
史
」
に
か
か
わ
る
書
簡
が
多
数

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
既
知
の
史
料
に
加
え
、
そ
れ
ら
の
新
史
料
を
用

い
る
こ
と
で
、
菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
経
緯
を
よ
り
緻
密
に
把
握
し
う
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
二
点
を
主
た
る
分
析
視
角
と
し
つ
つ
、
冒
頭
の
課
題
（
史
学

史
見
地
も
含
め
た
「
菅
浦
文
書
史
」
の
進
展
）
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

田
中
氏
に
よ
る
一
連
の
説
に
は
一
部
根
拠
が
明
確
に
提
示
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
た

め
、
多
少
の
重
複
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
る
べ
く
具
体
的
な
史
料
に
即
し
た
記
述

を
行
っ
て
ゆ
く
点
を
了
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
以
下
の
記
述
で
、
単
に
菅

浦
文
書
と
記
す
場
合
は
、
現
在
滋
賀
大
学
の
寄
託
と
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
菅
浦

共
有
文
書
（
田
中
氏
の
分
類
で
い
う
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
群
）」
一
般
を
指
し
、『
菅
浦

文
書
』と
記
す
場
合
は
、
刊
本『
菅
浦
文
書
』を
指
し
て
い
る
。
ま
た
分
析
時
期
は
、

主
に
明
治
期
か
ら
、
菅
浦
文
書
が
滋
賀
大
学
に
寄
託
さ
れ
る
時
期（
昭
和
二
六
年（
一

九
五
一
）
頃
）
ま
で
と
す
る
。

第
一
章

明
治
期
の
菅
浦
文
書

―
文
書
「
発
見
」
前
史
―

一
、
明
治
一
六
年
の
菅
浦
文
書
目
録

本
章
で
は
、「
発
見
」
以
前
の
菅
浦
内
に
お
け
る
菅
浦
文
書
の
利
用
・
保
管
状
況

に
つ
い
て
、
諸
先
学
に
依
拠
し
つ
つ
確
認
し
て
ゆ
く
。

『
国
史
大
辞
典
』「
菅
浦
文
書
」
項
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
す
で
に
明
治
期
か
ら
菅

浦
区
内
で
何
か
し
ら
の
文
書
整
理
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
確
実
な

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
発
見
」
以
前
の
菅
浦
に
お
け
る
文
書
保
管
体
制
に
つ
い

て
は
、
先
学
で
も
見
解
の
一
致
を
み
て
い
な
い
。
先
に
掲
げ
た
田
中
克
行
氏
の
研
究

を
参
照
す
る
と
、
氏
は
、
も
と
も
と
菅
浦
共
有
文
書
中
世
分
は
、
区
長
回
り
持
ち
文

書
で
あ
る
元
来
の
Ａ
群
（
Ｃ
群
文
書
を
含
む
。
以
下
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
Ａ
群
文

書
を
旧
Ａ
群
文
書
と
呼
称
）
と
、
元
来
の
菅
浦
大
明
神
（
後
に
須
賀
神
社
と
し
て
合

祀
）
所
蔵
文
書
及
び
共
有
文
書
の
須
賀
神
社
別
置
分
か
ら
な
る
旧
Ｂ
群
に
大
別
さ
れ

る
と
推
測
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
13
）。

そ
の
一
方
で
、
蔵
持
重
裕
氏
は
、
お
そ
ら
く

菅
浦
文
書
全
て
が
惣
寺
阿
弥
陀
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る（
14
）。

し
か
し
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
旧
Ａ
群
の
収
蔵
場
所
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点

が
残
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
田
中
説
に
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の

点
を
意
識
し
つ
つ
、
明
治
期
に
残
さ
れ
た
菅
浦
文
書
関
係
史
料
を
詳
し
く
み
て
ゆ
き

た
い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秋
山
富
男
氏
が
紹
介
し
た
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

一
月
三
一
日
付
の
「
公
有
記
録
絵
図
目
録
」（
原
本
は
惣
寺
阿
弥
陀
寺
保
管
）
で
あ

る（
15
）。

計
三
六
点
の
菅
浦
文
書
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
目
録
で
、
奥
書
に
は
当
時
の
菅
浦

戸
長
菅
浦
新
四
郎
安
知
氏
の
署
名
と
と
も
に
、
一
通
が
伊
香
郡
役
所
に
提
出
さ
れ
、
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一
八

も
う
一
通
が
戸
長
の
も
と
に
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
行
政
が
実
施
し

た
「
當
村
公
有
記
録
絵
図
取
調
」
を
う
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
こ
の
頃
に

実
施
さ
れ
た
国
家
的
な
地
誌
編
纂
事
業
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ

る（
16
）。本

目
録
の
存
在
か
ら
は
、
こ
の
段
階
で
菅
浦
文
書
の
一
部
が
菅
浦
区
内
で
整
理
・

分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に

秋
山
氏
が
注
目
し
て
い
る
通
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
現
在
菅
浦
共
有

文
書
近
世
分
に
該
当
す
る
も
の
以�

外�

の�

文
書
が
、「
い
」「
ろ
」「
は
」
…
の
包
紙
を

持
つ
菅
浦
文
書
と
一
致
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る（
17
）。

こ
れ
ら
「
い
」「
ろ
」「
は
」
…

の
包
紙
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
関
口
恒
雄
氏
の
研
究
が
詳
細
で
あ
る
。
慶
安
四

年
（
一
六
五
一
）
に
菅
浦
が
膳
所
藩
領
と
な
っ
た
際
、
菅
浦
は
、
大
浦
の
「
組
下
」

に
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
関
口
氏
は
そ
の
際
に
菅
浦

が
膳
所
藩
へ
提
出
し
た
文
書
が
、
こ
れ
ら
の
包
紙
を
持
つ
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
論

証
し
た（
18
）。

こ
の
見
解
に
は
田
中
氏
も
同
意
し
て
お
り
、
こ
れ
を
前
提
に
、
旧
Ａ
群
の

整
理
が
実
施
さ
れ
る
以
前
、
こ
れ
ら
の
包
紙
付
文
書
は
す
べ
て
菅
浦
大
明
神
に
別
置

さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る（
19
）。

か
か
る
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
慶
安
四
年
頃
に
作

ら
れ
た
一
部
の
菅
浦
文
書
の
ま
と
ま
り
が
、
明
治
一
六
年
段
階
で
も
な
お
菅
浦
内
に

お
い
て
一
定
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
段
階
で
は
、
い
ま
だ
秘
蔵

状
態
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
区
長
持
ち
回
り
の
菅
浦
共
有
文
書
中
世
分
（
旧
Ａ
群
）

と
、
菅
浦
大
明
神
所
蔵
（
＋
別
置
分
）
文
書
（
旧
Ｂ
群
）
の
間
に
、
一
定
度
明
確
な

区
分
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

二
、
菅
浦
大
明
神
（
須
賀
神
社
）
社
格
昇
格
運
動
と
菅
浦
文
書

秋
山
富
男
氏
に
よ
る
と
、
菅
浦
は
明
治
期
以
来
、
菅
浦
大
明
神
の
社
格
昇
進
を
目

指
す
運
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（
20
）。

そ
の
こ
と
を
示
す
初
見
史
料
が
、
こ

れ
も
秋
山
氏
が
紹
介
し
た
、
菅
浦
が
当
時
の
滋
賀
県
令
中
井
弘
、
及
び
内
務
大
臣
山

県
有
朋
宛
に
作
成
し
た
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
付
の
保
良
神
社
社
格
昇
進

の
願
書
で
あ
る（
21
）。

当
時
、
こ
の
よ
う
な
神
社
の
社
格
昇
格
運
動
は
全
国
各
地
で
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
昇
格
に
値
す
る
根
拠
を
あ
き
ら
か
に
し
て

各
府
県
を
通
じ
て
国
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た（
22
）。

そ
の
一
つ
で
あ
る
今
回
の
菅
浦

の
申
請
に
関
し
て
も
、
す
で
に
秋
山
氏
の
研
究
に
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
特
に
、
願
書
に
添
付
さ
れ
た
「
由
緒
調
査
書
」
に
注
目
し
た
い
。
そ

の
奥
書
に
は
「
右
去
ル
明
治
十
七
年
九
月
上
旬
宮
内
省
京
都
支
庁
式
部
寮
掛
官
吏
御

出
張
ニ
テ
取
調
相
成
、
引
続
キ
所
轄
県
庁
及
郡
役
所
ヨ
リ
精
細
調
査
相
成
候
処
、
今

般
殊
ニ
一
層
精
密
ニ
取
調
如
斯
ニ
御
座
候
也
」
と
あ
り
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

九
月
上
旬
か
ら
、「
宮
内
省
京
都
支
庁
式
部
寮
掛
官
吏
」
及
び
「
県
庁
及
郡
役
所
」

に
よ
る
菅
浦
大
明
神
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
背
景
は
史
料

的
制
約
か
ら
詳
ら
か
に
し
え
な
い
も
の
の
、
本
調
査
が
菅
浦
に
よ
る
社
格
昇
進
運
動

の
開
始
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
由
緒
調
査
書
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
に
注
目
す
る
と
、
お
そ
ら
く

近
世
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
淳
仁
天
皇
と
菅
浦
と
の
関
係
性
を
語
っ
た
菅
浦
大
明

神
の
由
緒（
23
）に
ま
つ
わ
る
Ⅰ
「
享
保
二
一
丙
辰
年
ノ
正
月
ト
記
セ
ル
旧
キ
書
キ
物
」、

Ⅱ
「
本
村
供
御
人
へ
下
賜
セ
ラ
レ
シ
御
綸
旨
院
宣
数
通
」、
Ⅲ
「
建
武
二
年
八
月
供

御
人
ニ
関
ス
ル
旧
歴
書
」
な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る（
24
）。

こ
れ
は
い
ず
れ
も
菅
浦
文

書
に
属
す
る
、
あ
る
い
は
菅
浦
に
関
連
す
る
文
書
で
、
Ⅰ
は
田
中
氏
が
紹
介
し
た
、

刊
本
か
ら
脱
漏
し
、
現
在
は
影
写
本
に
の
み
確
認
さ
れ
る
史
料（
25
）に

該
当
し
、
Ⅱ
は『
菅

浦
文
書
』
中
に
複
数
存
在
す
る
綸
旨
・
院
宣
類
、
Ⅲ
は
『
同
』「
菅
浦
住
人
等
供
御

人
役
証
状
」（
三
九
八
号
）
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る（
26
）。

重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら

明
治
期
の
史
料
に
散
見
す
る
菅
浦
大
明
神
（
須
賀
神
社
）
に
か
か
わ
る
文
書
の
大
半



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

一
九

が
、
先
に
見
た
明
治
一
六
年
の
「
公
有
記
録
絵
図
目
録
」
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
文
書

と
同
様
、
田
中
氏
の
い
う
旧
Ｂ
群
文
書
に
属
し
て
い
る
事
実
で
あ
る（
27
）。
す
な
わ
ち
旧

Ｂ
群
は
、
い
わ
ば
行
政
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
、
菅
浦
側
に
よ
っ
て
積
極
的
に
利
用

さ
れ
て
い
た
文
書
群
で
あ
り（
28
）、

そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
段
階
で
す
で
に
行
政
側
に
認
知
さ

れ
る
存
在
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
現
在
、
一
般
に
菅
浦
文
書

の
発
見
者
と
さ
れ
て
い
る
京
大
の
中
村
直
勝
が
、
初
め
て
菅
浦
文
書
を
実
見
し
た
際

の
事
情
を
述
べ
た
回
顧
録
に
み
え
る
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

園
城
寺
系
列
で
あ
る
長
等
神
社
の
社
家
出
身
で
あ
る
中
村
は
、
か
ね
て
か
ら
須
賀

神
社
に
古
い
書
付
の
入
っ
た
「
開
け
ず
の
箱
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

彼
は
神
職
で
あ
る
父
を
介
し
て
そ
の
一
見
を
願
っ
た
も
の
の
、
須
賀
神
社
の
神
官
は

村
人
か
ら
選
ば
れ
る
も
の
で
専
任
の
神
官
で
は
な
い
た
め
、神
官
の
意
志
の
み
で「
開

け
ず
の
箱
」を
開
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
ら
し
い
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。そ
ん
な
中
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
菅
浦
附
近
の
「
や
や
有
力
な
専
門
神
職
」
が
「
開
け

ず
の
箱
」
を
持
っ
て
大
津
の
中
村
宅
を
訪
ね
て
き
た
。
箱
の
中
に
は
「
蔵
人
所
下
文
」

が
「
十
何
通
」、
防
虫
の
た
め
か
菖
蒲
の
葉
を
芯
に
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

様
子
か
ら
何
百
年
も
開
け
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
一
〇
年
ほ
ど
前
に
開

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
中
村
は
安
堵
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
神
職
か
ら

こ
の
他
に
も
無
数
の
古
文
書
が
箱
三
杯
ほ
ど
に
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
聞
き

出
し
、
採
訪
の
意
欲
を
強
く
持
っ
た
と
し
て
い
る（
29
）。

こ
こ
か
ら
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
須
賀
神
社
関
係
者
と
み
ら
れ
る
「
や
や
有
力
な

専
門
神
職（
30
）」

が
、
旧
Ｂ
群
に
属
す
る
「
蔵
人
所
下
文（
31
）」

な
ど
の
文
書
を
、
区
外
に
持

ち
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
そ
の
所
有
権
は
ど
う
あ
れ
、「
専

門
神
職
」
に
よ
っ
て
持
ち
出
し
が
可
能
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
神
職
間
で
、「
開
け
ず
箱
」
が
「
菅
浦
」
で
は
な
く
「
須
賀
神
社
」
に
あ
る
も
の

と
し
て
噂
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
、
そ
れ
ら

が
、
他
見
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
「
開
け
ず
の
箱
」
に
入
っ
た
菅
浦
共
有
文
書
と

は
別
物
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

か
か
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
中
氏
が
あ
き
ら
か
に
し
た
事
実
を
再
確
認
し

た
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
付
け
加
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
須
賀
神
社
に

別
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
旧
Ｂ
群
が
、
区
外
の
者
に
実
見
さ
せ
う
る
も
の
で

あ
っ
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
須
賀
神
社
、
及
び
菅
浦
区
の
正
当
性
や
由
緒
を
対
外

的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
菅
浦
側
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
そ
の
存

在
が
開
示
さ
れ
て
き
た
文
書
群
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る（
32
）。

慶
安
四
年
に
お

け
る
訴
訟
の
際
、
菅
浦
内
で
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
文
書
群
か
ら
選
別
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
旧
Ｂ
群
は
、
か
か
る
点
に
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
菅
浦
共
有
文
書
中
世

分
と
は
異
な
る
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
文
書
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

大
正
六
年
に
お
け
る
菅
浦
文
書
の
「
発
見
」

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
中
川
泉
三
・
三
上
参
次
・
中
村
直
勝
ら
が
相
次
い
で

菅
浦
を
訪
問
し
、
菅
浦
文
書
に
関
す
る
初
の
本
格
的
調
査
が
立
て
続
け
に
実
施
さ
れ

た
。
か
か
る
事
実
を
示
す
の
が
、
秋
山
富
男
氏
が
紹
介
し
た
、
現
在
は
阿
弥
陀
寺
に

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
の
当
時
の
菅
浦
側
の
史
料
「
歳
入
出
明
細
帳
（
大
正
六
年
度

分
）」
で
あ
る（
33
）。

氏
が
引
用
さ
れ
た
彼
ら
三
人
の
来
訪
記
事
（「
臨
時
費
」
項
）
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

史
料
①
「
歳
入
出
明
細
帳
（
大
正
六
年
度
分
）」（
人
名
比
定
は
筆
者
に
よ
る
）

八
月
二
十
三
日
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属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

二
〇

一
、
参
円
七
十
一
銭

古
文
書
調
査
ニ
付
、（
中
川
泉
三
）

中
川
先
生
謝
礼
及
役
人
賄
代（
マ
マ
）

ト
シ

神
社
両
分
ノ
内
一
分
、
文
造
渡
ス
、

九
月
十
二
日

一
、
弐
円
五
銭

古
文
書
調
査（
三
上
参
次
）

三
上
博
士
来
菅
ニ
付
、
待
遇
ノ
準
備
及
立
会
人

賄
、
神
社
会
計
二
ツ
割
、
同
上
、

九
月
二
十
日

一
、
弐
円
七
十
二
銭
（
中
村
直
勝
）

中
村
文
学
士
古
文
書
調
査
ニ
付
、
雑
用
、
前
同
用
、

各
人
物
が
、
幾
人
か
の
同
行
者
と
と
も
に
（
中
村
直
勝
の
み
単
独
ヵ
）
菅
浦
を
訪

れ
て
古
文
書
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
菅
浦
が
賄
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
い
ず
れ
の
人
物
の
来
訪
時
に
も
賄
支
出
は
菅
浦
区
と
須
賀
神
社
で
折
半
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
、
旧
Ａ
群
（
菅
浦
共
有
文
書
中
世
分
）
と
旧
Ｂ
群
（
須
賀
神

社
所
蔵
＋
別
置
分
文
書
）
の
区
分
が
当
時
存
在
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
年
の
調
査
に
か
か
わ
る
史
料
は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
あ
り
、
既
知

の
史
料
と
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
各
人
に
よ
る
調
査
内
容
と
、
調

査
に
至
る
経
緯
・
思
惑
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
で
は
彼
ら
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
菅
浦
調
査
を
各
人
の
立
場
ご
と
に
詳
述
し
、
そ
の
上
で
、
現
状
知
り
う
る

限
り
の
菅
浦
文
書
「
発
見
」
経
緯
を
整
理
し
て
み
た
い
。

一
、
中
村
直
勝
に
よ
る
調
査

本
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
菅
浦
文
書
「
発
見
」
の
過
程
に
は
、
様
々
な
主
体
の
事

情
が
複
雑
に
関
連
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
ず
始
め
に
、
文
書
の
発
見

者
と
し
て
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
中
村
直
勝
の
動
向
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
中
村
が
菅
浦
文
書
の
一
部
（
旧
Ｂ
群
）
を
大
津
に
お
い
て
実
見
し

た
の
は
、
大
正
五
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
中
村
は
京
大
出
身
の
歴
史
学
者
で
、
当
時

二
五
歳
。
こ
の
年
の
二
月
に
、「
大
島
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
」
を
分
析
し
た
処
女
論

文
「
中
世
に
於
け
る
近
江
の
村
落
組
織
に
つ
い
て（
34
）」、

さ
ら
に
六
月
に
は
、
偽
文
書

を
用
い
た
中
村
の
供
御
人
研
究
の
嚆
矢
と
い
え
る
「
戦
国
時
代
に
於
け
る
皇
室
と
国

民
」
を
『
史
学
雑
誌
』
に
発
表
し
て
お
り（
35
）、

今
ま
さ
に
そ
の
歴
史
家
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
歩
み
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
彼
は
学
部
生
時
代
か

ら
、
師
で
あ
る
三
浦
周
行
と
と
も
に
史
料
調
査
に
足
繁
く
出
か
け
て
い
た
と
い
い（
36
）、

古
文
書
の
読
解
・
調
査
・
研
究
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
ま
た
、
神
職
で
あ
る
父
を
介
し
て
菅
浦
文
書
の
実
見
を
強
く
請
う
て
い
た
こ

と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
り
、
彼
が
、
自
ら
古
文
書
を
「
発
見
」
し
、
そ
れ
を
学
界

に
公
表
す
る
意
欲
を
す
で
に
一
定
度
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
史
学
に
属
す
る
人
物
が
、
部
分
的
に
と
は
い
え
菅
浦
文
書
を
実
見
し
た
の
は
、

管
見
で
は
こ
れ
が
最
初
と
み
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
点
で
は
、
中
村
直
勝
は
菅
浦
文
書

の
「
発
見
者
」
で
あ
る
と
い
え
な
く
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
翌
大
正
六
年
九
月
二
〇
日
、
中
村
は
現
地
菅
浦
に
赴
き
文
書
調
査
を
開

始
す
る
。
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
滞
在
は
「
四
、
五
日
」
に
及
び
、
そ
の
間
は
須
賀
神

社
の
神
官
菅
浦
新
二
氏
の
宅
に
宿
泊
、「
開
け
ず
の
箱
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の

千
を
越
え
る
で
あ
ろ
う
古
文
書
」
の
目
録
を
「
と
も
か
く
ひ
と
通
り
」
つ
け
た
と
い

う
。
し
か
し
滞
在
期
間
中
に
整
理
は
完
遂
で
き
ず
、「
大
雑
把
に
分
類
し
て
一
括
一

括
と
纏
め
」、
そ
の
後
、「
大
学
の
国
史
研
究
室
の
都
合
の
つ
い
た
と
き
、
改
め
て
研

究
室
に
借
用
し
、
そ
の
全
部
を
正
確
に
影
写
し
て
、
そ
の
影
写
本
を
研
究
室
に
収
蔵

し
た
」
と
し
て
い
る（
37
）。

中
村
の
菅
浦
文
書
調
査
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
そ
の
調
査
点
数
で
あ
る
。
菅

浦
文
書
は
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
中
村
が
著
し
た
『
日
本
文
化
史
―
南
北
朝

時
代
―（
38
）』

に
お
い
て
、
初
め
て
学
術
的
に
引
用
さ
れ
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
中
村
が
大
正
六
年
に
調
査
し
た
文
書
点
数
は
「
一



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

二
一

五
五
〇
通
」
で
あ
っ
た
と
い
い（
39
）、

現
在
『
菅
浦
文
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
菅
浦
共
有
文
書
中
世
分
の
点
数
（
一
六
二
一
点
）
に
近
し
い
数
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
田
中
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
際
に
京
大
が
借
用
し
影
写

本
を
作
製
し
た
の
は
、「
正
集
分
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
Ａ
群
（「
号
外
」
綴
を
除
く
）、

及
び
Ｂ
群
」
の
み
で
、
点
数
に
し
て
七
〇
〇
通
余
に
過
ぎ
な
い（
40
）。

か
か
る
数
字
の
齟

齬
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
〜
第
三
四
に
分
類
・
帖

綴
さ
れ
た
文
書
（「
其
他
時
代
包
紙
二
綴
」
を
含
む
）
と
、
計
九
点
の
未
帖
綴
文
書
、

す
な
わ
ち
Ａ
群（
42
）に

あ
た
る
文
書
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
大
正
六
年
一
〇
月
二
九
日
付

「
菅
浦
共
有
古
文
書
目
録（
41
）」

で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
大
正
六
年
拾
月
弐
拾
日
京
都
帝

国
大
学
文
科
大
学
国
史
研
究
室
資
料
ト
シ
テ
差
出
シ
タ
リ
」
と
あ
り
、
時
の
菅
浦
区

長
栁
原
忠
右
衛
門
氏
と
須
賀
神
社
神
官
菅
浦
新
二
氏
の
署
名
が
あ
る
。
日
付
と
奥
書

か
ら
、
京
大
へ
の
文
書
貸
出
時
に
、
菅
浦
側
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
目
録
と
み
て
間

違
い
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
Ｂ
群
文
書
は
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
大
正
六

年
に
Ｂ
群
文
書
も
京
大
へ
搬
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
翌
年
に

作
成
さ
れ
た
京
大
影
写
本
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る（
43
）。

お
そ
ら
く
Ｂ

群
を
書
き
上
げ
た
目
録
も
同
時
に
作
成
さ
れ
、
そ
ち
ら
は
須
賀
神
社
神
職
の
菅
浦
新

二
氏
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
目
録
の
み
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
文
書
帖
綴
は
中
村
直
勝
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
前

章
で
も
注
目
し
た
関
口
恒
雄
氏
の
研
究
で
あ
る
。
氏
は
論
考
の
執
筆
に
あ
た
り
、
直

接
中
村
に
文
書
発
見
の
経
緯
を
質
し
た
ら
し
く
、
そ
の
際
に
得
ら
れ
た
返
信
を
論
考

内
に
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
村
に
よ
る
文
書
の
整
理
基
準
は
、
当
時

滋
賀
県
の
郡
志
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
郷
土
史
家
中
川
泉
三
が
「
同
氏
の
好
み

に
任
せ
て
第
一
号
綴
…
と
い
う
工
合
に
綴
り
、
且
つ
順
序
を
附
け
ら
れ
し
も
、
そ
の

ま
ま
」
採
用
し
た
も
の
で
、（
お
そ
ら
く
直
勝
が
調
査
を
開
始
し
た
時
点
で
、
す
で

に
）「
古
来
の
秘
箱
の
姿
は
…
窺
知
出
来
ぬ
」
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る（
44
）。

以
上
を
総
合
す
る
に
、
こ
の
時
中
村
は
、
Ｃ�

群�

も�

含�

め�

た�

菅
浦
共
有
文
書
中
世
分

全
点
の
調
査
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
目
録
化
を
完
遂
で
き
な
か
っ
た
Ｃ
群
に
つ
い

て
は
搬
出
を
断
念
し
、
す
で
に
一
定
度
整
理
が
完
了
し
て
い
た
「
Ａ
群
（「
号
外
」

綴
を
除
く
）、
及
び
Ｂ
群
」
の
み
を
借
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
翌
年
に
京
大
に
お
い
て
影
写
本
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る

「
正
集
分
」
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
文
書
群
を
指
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
〇
月
末
に
京
大
へ
搬
出
さ
れ
た
菅
浦
文
書
は
そ
の
場
で
影
写
さ
れ
（
後
述
）、

翌
年
、
影
写
が
完
了
し
た
後
に
菅
浦
へ
返
却
さ
れ
た
。
先
に
掲
げ
た
「
歳
入
出
明
細

帳
」
の
う
ち
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
度
分
の
「
補
助
費
」
項
に
は
、「
一
、
二
円

七
十
銭

古
文
状
取
、
京
都
行
」
と
あ
り
、
文
書
運
搬
に
あ
た
っ
た
の
が
菅
浦
の
人

間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
45
）。

以
上
、
中
村
直
勝
に
よ
る
大
正
六
年
の
菅
浦
文
書
調
査
に
着
目
し
て
き
た
。
た
だ

し
そ
の
整
理
・
目
録
化
作
業
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
中
川
泉
三
に
よ
る
調
査

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
関
口
氏
宛
書
簡
に
み
え

る
中
村
の
言
に
一
定
の
信
を
置
く
な
ら
ば
、
後
に
Ｃ
群
（
続
集
分
）
に
属
す
る
文
書

の
存
在
が
彼
に
よ
っ
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、ひ
い
て
は
、本
来
の
旧
両
Ａ
・

Ｂ
群
の
秩
序
か
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
群
の
秩
序
へ
の
転
移
が
す�

で�

に�

発�

生�

し�

て�

い�

た�

こ�

と�

が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
は
即
断
を
避
け
、
続
い
て
、
中
村
直
勝
の
菅
浦
訪
問
以
前
に
行
わ

れ
た
中
川
泉
三
に
よ
る
菅
浦
文
書
調
査
の
実
態
に
迫
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

二
二

二
、
中
川
泉
三
に
よ
る
調
査

中
川
泉
三
（
号
は
章
斎
）
は
明
治
〜
昭
和
期
に
お
け
る
滋
賀
県
の
郷
土
史
家
で
、

『
近
江
坂
田
郡
志
』『
近
江
蒲
生
郡
志
』
の
出
版
を
は
じ
め
、
県
内
の
地
方
史
編
纂

に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
あ
げ
た
こ
と
で
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
ら
の
郡

志
編
纂
の
た
め
、
滋
賀
県
内
に
遺
さ
れ
た
膨
大
な
史
料
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
調
査
・
編
纂
の
過
程
で
、
泉
三
が
師
と
仰
い
だ
久
米
邦
武
を
は
じ
め
、
東
京
帝

国
大
学
（
以
下
、
東
大
）
の
三
上
参
次
・
渡
辺
世
祐
、
京
大
の
喜
田
貞
吉
・
三
浦
周

行
な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
属
す
る
人
物
と
も
盛
ん
な
交
流
を
も
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る（
46
）。

本
項
で
は
、
彼
の
視
点
か
ら
菅
浦
文
書
「
発
見
」
の
過
程
を
追
跡

し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

中
村
直
勝
か
ら
の
書
簡
を
引
用
す
る
と
い
う
形
で
、
菅
浦
文
書
「
発
見
」
へ
の
中

川
泉
三
の
関
与
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
が
関
口
恒
雄
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た

通
り
だ
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
具
体
的
な
記
述
か
ら
跡
づ
け
た
の
が
田
中
克
行
氏
で

あ
っ
た（
47
）。

田
中
氏
も
引
用
し
た
中
川
の
回
顧
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

史
料
②
中
川
泉
三
「
史
料
採
集
苦
心
談（
48
）」

十
、
隠
れ
た
る
古
文
書
記
録
の
調
査
と
各
種
史
料
の
発
見

湖
上
竹
生
島
宝
厳
寺
の
古
文
書
は
半
は
調
査
済
な
り
し
も
猶
他
に
未
調
査
の
分

多
く
あ
り
と
て
、
先
住
峰
覚
以
翁
の
依
頼
に
よ
り
之
を
細
査
し
、
鎌
倉
時
代
以

後
の
史
料
を
整
理
す
る
も
の
総
計
四
百
余
通
に
及
ぶ
。
又
同
住
職
よ
り
の（マ
マ
）

伝
頼

に
よ
り
伊
香
郡
永
原
村
大
字
菅
浦
共
有
文
書
の
調
査
を
為
す
。
同
文
書
は
古
来

一
尺
五
寸
に
二
尺
斗
り
の
一
箱
中
に
納
め
、
其
上
を
晒
木
綿
を
以
て
周
ら
す
こ

と
数
十
回
、
縦
横
に
密
封
し
不
開
の
箱
と
し
て
代
々
の
区
長
よ
り
区
長
へ
引
継

ぎ
た
る
も
の
な
る
に
、
大
正
六
年
九
月
行
て
之
を
調
査
せ
し
に
、
鎌
倉
時
代
以

後
元
和
寛
永
頃
ま
で
の
も
の
数
百
通
を
算
し
た
り
。
其
中
に
は
荘
園
の
論
争
史

料
や
皇
室
の
枇
杷
供
御
人
た
り
し
史
料
や
戦
国
時
代
時
々
の
徳
政
史
料
、
室
町

時
代
年
々
の
年
貢
米
の
請
取
状
、
近
く
は
信
長
の
安
土
城
築
城
の
時
に
人
夫
及

び
物
品
を
徴
発
せ
し
状
秀
吉
の
長
浜
城
よ
り
出
せ
し
沙
汰
状
類
も
数
多
く
出

て
、
鎌
倉
時
代
の
竹
生
島
全
図
一
様
も
出
で
近
江
国
に
於
け
る
有
益
な
る
各
種

史
料
を
発
見
し
た
り
。
此
文
書
も
前
記
今
堀
文
書
と
併
せ
て
東
京
・
京
都
両
帝

国
大
学
に
謄
写
し
て
国
家
的
史
料
に
扱
は
る
ゝ
に
至
れ
り
。

「
大
正
六
年
九
月
行
て
之
を
調
査
せ
し
に
」
と
の
記
述
か
ら
、
田
中
氏
は
中
川
泉

三
が
中
村
直
勝
の
調
査
に
「
同
行
し
て
い
た
ら
し
い
」
と
し
て
お
り
、
中
村
と
中
川

が
と
も
に
調
査
に
あ
た
っ
た
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
も
掲
げ

た
「
歳
入
出
明
細
帳
（
大
正
六
年
度
分
）」
に
お
い
て
、「
中
川
先
生
謝
礼
及
役
人
賄

代
」
は
同
年
八�

月�

二
三
日
分
の
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
八
月
に
中
川

が
菅
浦
に
行
っ
た
と
す
る
と
、
史
料
②
の
記
述
と
矛
盾
が
生
じ
る
。

こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
留
意
し
た
い
の
は
、
中
川
泉
三
に
「
菅
浦
共
有
文

書
」
の
存
在
を
伝
え
、
そ
の
調
査
を
「（マ
マ
）

伝
頼
」（
依
頼
）
し
た
と
い
う
竹
生
嶋
宝
厳

寺
の
存
在
で
あ
る
。
実
は
、
他
な
ら
ぬ
『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
』（
以
下
、『
章
資
』

と
略
）か
ら
、
菅
浦
区
と
中
川
を
結
び
つ
け
た
の
が
、
ま
さ
に
竹
生
嶋
宝
厳
寺
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
菅
浦
文
書
「
発
見
」
以
前
に
お
け
る
、
竹
生

嶋
文
書
を
め
ぐ
る
中
川
と
竹
生
嶋
宝
厳
寺
と
の
関
係
性
を
確
認
し
た
い
。

史
料
②
に
み
え
る
よ
う
に
、
中
川
泉
三
と
宝
厳
寺
と
の
関
係
は
、
先
の
住
職
峰
覚

以
の
依
頼
に
よ
る
竹
生
嶋
文
書
「
未
調
査
の
分
」
の
調
査
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

『
章
資
』
に
残
る
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
の
東
大
史
料
編
纂
掛
中
村
勝
麻

呂
書
簡
は
、
中
川
が
「
申
越
」
し
て
き
た
竹
生
嶋
所
蔵
文
書
の
編
纂
掛
へ
の
借
入
に

関
す
る
も
の
で
、「
何
れ
に
せ
よ
材
料
発
見
ハ
至
極
結
構
之
儀
、
御
厚
意
之
段
、
奉

謝
候
」
と
の
記
述
か
ら
、
こ
の
時
ま
だ
史
料
編
纂
掛
が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
竹
生



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

二
三

嶋
文
書
追
加
分
の
存
在
を
中
川
が
中
村
勝
麻
呂
に
教
示
し
た
事
実
が
推
測
さ
れ
る（
49
）。

郡
志
編
纂
事
業
を
推
進
す
る
中
川
が
、
す
で
に
明
治
末
年
の
段
階
で
、
史
料
編
纂
掛

と
竹
生
嶋
と
の
間
を
仲
介
す
る
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

そ
の
後
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
一
月
、
中
川
は
『
長
浜
町
志
』
編
纂
事
業

に
か
か
わ
る
講
演
を
依
頼
さ
れ
て
来
県
し
た
渡
辺
世
祐
を
伴
い
、
竹
生
嶋
を
案
内
す

る
と
と
も
に
、
竹
生
嶋
文
書
の
閲
覧
を
行
っ
て
い
る（
50
）。
さ
ら
に
翌
年
の
八
月
上
旬
に

も
、『
東
浅
井
郡
志
』
の
編
纂
者
で
あ
る
黒
田
惟
信
ら
と
と
も
に
、
宝
厳
寺
に
お
い

て
郡
志
編
纂
に
か
か
わ
る
古
文
書
調
査
を
実
施
し
て
い
る（
51
）（

本
頁
上
段
に
掲
載
し
た

写
真
は
こ
の
時
の
も
の
）。
な
お
、
こ
の
調
査
に
は
三
上
参
次
の
参
加
も
予
定
さ
れ

て
い
た
徴
証
が
あ
る
が
、
彼
が
実
際
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い（
52
）。

と
も

あ
れ
こ
こ
か
ら
は
、
中
川
と
竹
生
嶋
宝
厳
寺
と
が
、
文
書
調
査
を
介
し
て
親
密
な
関

係
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
宝
厳
寺
か
ら
中
川
へ
の
菅
浦
文
書
調

査
依
頼
は
、
そ
の
よ
う
な
両
者
の
相
互
協
力
関
係
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
中
川
へ
の
正
式
な
菅
浦
文
書
調
査
依
頼
が
行
わ
れ
た
時
期
は
明
確
に
し

え
な
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
本
件
に
か
か
わ
る
初
見
史
料
は
、
次
に
掲
げ
る
宝
厳
寺

事
務
所
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

史
料
③
『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
三
四
、（
大
正
）
六
年
七
月
二
二
日
付
「
菅
浦
代

表
者
の
返
事
の
件
に
つ
い
て
葉
書
」、
東
浅
井
郡
竹
生
嶋
宝
厳
寺
事
務
所
↓
中
川

泉
三拝

啓
、
時
下
大
暑
益
々
御
多
祥
之
条
奉
賀
候
、
御
芳
書
只
今
拝
見
仕
候
、
早
速

今
夕
別
舟
に
て
菅
浦
代
表
者
之
元
迄
尋
ね
合
ニ
使
し
候
条
、
返
事
あ
り
次
第
御

返
服
可
書
上
候
条
、
左
様
御
承
了
被
下
度
候
、
先
ハ
不
敢
取
御
返
事
申
上
、
余

後
便
に
て
、
多
用
に
て
私
筆
及
非
礼
の
点
御
許
し
願
上
候
、

傍
線
部
か
ら
は
、
宝
厳
寺
が
菅
浦
へ
船
を
遣
わ
し
、「
菅
浦
代
表
者
」
と
接
触
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
中
川
が
こ
れ
以
前
に
宝
厳
寺
か
ら
文
書
調
査
依
頼
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
三
日
後
の
同
寺
事
務
所
の
書
簡
で
は
、
七
月
二

四
日
に
菅
浦
か
ら
の
返
事
が
到
来
し
、
翌
月
三
・
四
日
頃
は
養
蚕
業
の
た
め
に
障
り

『章資』8棚アルバム2―117「大正三年八月六日ヨリ四日間竹生島宝岩寺古文書調査
記念（写真）」前列右より、峯覚典、峯覚以、中川泉三、八田某。後列右より、細江八
谷校長、黒田惟信、立川郡視学、渡辺竹生校長、高田大郷校長。



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

二
四

が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
後
で
あ
れ
ば
い
つ
来
て
い
た
だ
い
て
も
問
題
な
い
と
言
っ

て
き
た
こ
と
が
中
川
に
伝
え
ら
れ
て
い
る（
53
）。

だ
が
、
中
川
泉
三
に
よ
る
菅
浦
訪
問
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
先
に
菅
浦

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
期
日
を
過
ぎ
た
八
月
六
日
付
の
宝
厳
寺
か
ら
の
書
簡
に
は
「
御

照
会
ノ
趣
キ
早
速
先
方
菅
浦
ハ
□
□
合
セ
候
処
、
其
頃
ナ
レ
バ
何
時
ニ
テ
持
出
し
竹

生
島
へ
持
参
可
致
候
処
、何
卒
是
非
御
高
覧
ヲ
願
ヒ
度
キ
旨
回
答
有
之
候
」と
あ
り
、

中
川
が
改
め
て
提
示
し
た
と
み
ら
れ
る
い
ず
れ
か
の
調
査
予
定
日
に
、
文
書
を
竹
生

嶋
に
持
ち
出
し
て
そ
れ
ら
を
披
見
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る（
54
）。

さ
ら
に
同
月

一
二
日
の
書
簡
で
は
、
中
川
が
さ
ら
に
代
替
日
と
し
て
希
望
し
た
と
み
ら
れ
る
二

三
・
二
四
・
二
五
日
は
、
宝
厳
寺
と
し
て
障
り
が
あ
る
こ
と
を
了
承
し
て
ほ
し
い
こ

と
、
ま
た
今
夕
菅
浦
に
行
く
つ
い
で
に
、「
御
延
引
の
事
」
を
通
告
し
て
お
く
こ
と

を
伝
え
て
い
る（
55
）。

そ
の
後
、
菅
浦
と
中
川
泉
三
は
、
同
月
一
九
日
頃
に
直
接
交
渉
を
持
っ
た
。
こ
れ

を
示
す
の
が
、
次
に
掲
げ
る
菅
浦
区
長
栁
原
忠
右
衛
門
氏
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

史
料
④
『
章
資
』
五
棚
―
二
四
六
四
、
大
正
六
年
八
月
一
九
日
付
「
古
文
書
調
査

願
に
つ
い
て
書
簡
」
菅
浦
区
長
栁
原
忠
右
衛
門
↓
中
川
泉
三

謹
啓
、
拝
復
、
如
仰
残
暑
難
凌
候
処
、
貴
殿
益
御
多
祥
奉
萬
賀
候
、
①
陳
者
過

日
仰
付
相
成
弊
村
古
文
書
之
儀
、
竹
生
嶋
位
ナ
レ
バ
何
時
ニ
テ
モ
持
参
尊
覧
ニ

供
シ
奉
ル
ト
テ
、
実
ハ
兼
テ
ヨ
リ
貴
殿
之
有
名
ナ
ル
古
文
書
ニ
御
精
通
之
趣
承

リ
居
、
竹
生
嶋
へ
御
出
張
之
折
モ
ア
レ
バ
一
度
御
調
査
之
御
願
申
度
存
居
候

処
、
②
尚
三
上
博
士
様
御
同
伴
之
由
日
時
御
確
定
相
成
候
ヘ
バ
何
時
ニ
テ
モ
喜

デ
全
部
持
参
御
目
ニ
懸
け
申
ベ
ク
候
間
、
宜
敷
御
取
計
被
下
度
、
早
速
御
返
事

差
出
可
と
候
処
、
竹
生
嶋
□
ト
誤
解
仕
リ
居
甚
ダ
延
引
ニ
相
成
恐
縮
之
至
リ
ニ

奉
存
候
、
先
ハ
御
断
り
旁
要
件
迄
、
早
々
敬
具
、

大
正
六
年
八
月
一
九
日

菅
浦
区
長

栁
原
忠
右
衛
門

中
川
泉
三
殿

本
書
簡
は
、
中
川
に
よ
る
文
書
調
査
が
実
施
さ
れ
た
八
月
二
三
日
に
最
も
近
し
い

日
付
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
次
の
二
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
一
点
目

は
史
料
調
査
が
実
施
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
傍
線
部
①
を
み
る
と
、
宝
厳
寺
と
菅
浦

の
間
で
先
に
議
論
さ
れ
て
い
た
如
く
、
こ
の
段
階
で
は
文
書
調
査
の
場
所
が
竹
生
嶋

に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
年
八
月
二
三
日
の
「
歳
入
出

明
細
帳
」
に
は
調
査
場
所
の
情
報
が
記
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
先
に
掲
げ
た
史
料
に
お

い
て
、す
で
に
宝
厳
寺
は
二
三
日
の
都
合
が
悪
い
こ
と
を
中
川
に
伝
え
て
い
る
。よ
っ

て
、
明
確
な
徴
証
は
欠
く
た
め
に
断
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
当
初
の
計
画
は
変
更

さ
れ
、
二
三
日
の
文
書
調
査
は
菅
浦
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
と
み
て
お
き
た
い
。
二

点
目
は
傍
線
部
②
に
み
え
る
よ
う
に
、
文
書
調
査
に
三
上
参
次
の
同
伴
が
予
定
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
文
書
調
査
が
八
月
の
中
川
に
よ
る
調

査
か
、
翌
月
の
三
上
に
よ
る
調
査
の
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
は
に
わ
か
に
判
断
し
か
ね

る
（
お
そ
ら
く
は
後
者
ヵ
）
が
、
こ
の
記
述
か
ら
、
中
川
・
三
上
に
よ
る
両
調
査
が

非
常
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
結
局
、
八
月
二

三
日
の
調
査
は
、
中
川
泉
三
と
幾
人
か
の「
役
人（
56
）」に

よ
っ
て
行
わ
れ
た（
史
料
①
）。

そ
し
て
、
先
に
中
村
直
勝
の
調
査
に
関
す
る
分
析
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
際
、

中
川
は
い
わ
ゆ
る
「
開
け
ず
の
箱
」
を
開
陳
し
、
そ
の
中
に
納
め
ら
れ
た
文
書
を
自

ら
の
主
観
に
基
づ
き
分
類
・
帖
綴
し
た
と
み
ら
れ
る（
57
）。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
中
川
と
中
村
の
間
で
と
り

た
て
て
音
信
な
ど
が
交
わ
さ
れ
た
徴
証
が
確
認
で
き
な
い
点
で
あ
る（
58
）。

中
川
に
よ
る

八
月
の
調
査
は
、
中
村
の
調
査
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、
菅
浦
を
訪
れ
る
こ
と



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

二
五

が
当
時
か
ら
予
期
さ
れ
て
い
た
三
上
参
次
に
よ
る
調
査
を
見
越
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
中
川
の
回
顧
録
に
お
け
る
「
大
正
六
年
九�

月�

行
て
之
を
調
査
せ
し
に
」
と
い
う
記
述
は
―
―
単
な
る
書
き
誤
り
の
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
と
は
い
え
―
―
、
史
料
④
傍
線
部
②
の
内
容
も
踏
ま
え
、
八
月
の
調
査
を

終
え
た
中
川
が
、
九
月
一
二
日
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
三
上
参
次
に
よ
る
菅
浦
文
書
調

査
に
「
立
会
人
」（
史
料
①
参
照
）
の
一
人
と
し
て
同
行
し
た
際
の
こ
と
を
指
す
と

考
え
て
お
き
た
い
。

三
、
三
上
参
次
に
よ
る
調
査

前
項
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
項
で
は
三
上
参
次
に
よ
る
菅
浦
文
書
調
査

と
そ
の
背
景
に
着
目
し
た
い
。
三
上
参
次
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
の
ち
文
学

部
）
教
授
・
史
料
編
纂
掛
主
任
の
他
、
貴
族
院
議
員
な
ど
を
も
歴
任
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
重
鎮
で
あ
る（
59
）。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
、

そ
れ
ま
で
に
膨
大
な
史
料
稿
本
を
蓄
積
す
る
に
至
っ
て
い
た
史
料
編
纂
掛
は
、
政
府

の
同
意
を
得
て
そ
れ
ら
の
出
版
計
画
を
樹
立
、
翌
年
に
は
『
大
日
本
史
料
』・『
大
日

本
古
文
書
』
の
刊
行
を
開
始
す
る
。
こ
の
時
行
わ
れ
た
組
織
改
組
に
伴
っ
て
、
三
上

は
史
料
編
纂
掛
一
切
の
事
務
を
掌
理
す
る
事
務
主
任
に
就
任
、
本
章
が
主
に
注
目
し

て
い
る
大
正
六
年
当
時
も
そ
の
任
に
あ
っ
た（
60
）。

ま
た
彼
は
、
中
川
泉
三
と
大
正
初
年

頃
か
ら
さ
か
ん
に
文
通
を
行
う
な
ど
深
い
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
後
に
「
章
斎
文
庫
」
設
立
の
発
起
人
に
も
名
を
連
ね
て
い
る（
61
）。

三
上
が
菅
浦
文

書
の
「
発
見
」
に
関
与
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
中
村
直
勝
・
中
川
泉
三
の
調
査

と
同
様
、
秋
山
富
男
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
上
の

菅
浦
訪
問
に
関
連
す
る
史
料
は
他
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
新
史

料
に
も
着
目
し
つ
つ
、
当
時
の
背
景
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

田
中
克
行
氏
は
、
秋
山
富
男
氏
に
よ
る
指
摘
以
前
に
、「
確
証
を
得
て
い
な
い
」

と
し
つ
つ
も
、
滋
賀
大
学
寄
託
分
の
菅
浦
文
書
内
に
あ
る
三
上
参
次
書
簡
写
を
も
と

に
三
上
の
菅
浦
訪
問
を
推
測
し
て
い
る（
62
）。
論
考
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
田
中

氏
が
参
照
し
た
三
上
の
書
簡
写
と
は
次
の
史
料
だ
と
思
わ
れ
る
。

史
料
⑤
大
正
六
年
九
月
七
日
「
三
上
参
次
書
簡
写
」（「
須
賀
神
社
古
文
書
中
抜
萃

目
録
」
に
綴
込
、「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、

請
求
記
号：

近
一
二
）

貴
村
内（マ
マ
）

管
浦
ニ
鎌
倉
時
代
以
降
ノ
古
文
書
記
録
類
多
数
所
蔵
ノ
人
有
之
給
候

ヲ
、
東
浅
井
郡
誌
編
纂
会
ノ
方
一
見
セ
ラ
レ
候
由
承
リ
候
、
右
ハ
本
掛
ニ
於
テ

目
下
編
纂
出
版
中
ノ
大
日
本
史
料
ノ
参
考
之
入
用
ト
被
存
候
間
、
本
官
本
月
十

一
日
前
後
貴
県
下
ヘ
出
張
ノ
節
拝
見
致
度
、
御
繁
用
中
殊
ニ
残
暑
中
御
手
数
ノ

至
リ
ナ
ガ
ラ
可
然
御
取
計
ニ
預
リ
度
候
、
此
段
予
メ
御
依
頼
候
也

大
正
六
年
九
月
七
日

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

史
料
編
纂
掛
事
務
主
任

史
料
編
参
官
文
学
博
士
三
上
参
次

印

滋
賀
県
伊
香
郡
永
原
村
長
島
内
勘
蔵
殿

こ
の
書
簡
写
は
、
大
正
六
年
一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
「
須
賀
神
社
古
文
書
中
抜
萃

目
録
」
と
あ
る
菅
浦
側
に
残
さ
れ
た
文
書
目
録
冒
頭
に
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
目
録
の
作
成
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
本
書
簡
に
着
目

し
よ
う
。
内
容
は
、「
貴
村
内
菅
浦
の
「
鎌
倉
時
代
以
降
ノ
古
文
書
記
録
類
多
数
所

蔵
ノ
人
」
の
所
有
す
る
古
文
書
を
「
東
浅
井
郡
誌
編
纂
会
」
の
方
が
見
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
し
た
、
そ
の
古
文
書
記
録
類
は
、
史
料
編
纂
掛
が
目
下
編
纂
・
出
版
中

の
『
大
日
本
史
料
』
の
参
考
に
入
用
と
思
わ
れ
る
た
め
、
私
三
上
が
今
月
一
一
日
前

後
に
滋
賀
県
へ
出
張
す
る
際
、
是
非
拝
見
し
た
く
存
じ
ま
す
、
然
る
べ
く
お
取
り
計



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

二
六

ら
い
を
い
た
だ
き
た
く
、あ
ら
か
じ
め
ご
依
頼
い
た
し
ま
す
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
三
上
が
菅
浦
訪
問
に
あ
た
っ
て
事
前
に
永
原
村
村
長
に
申
し
入
れ
を

行
っ
て
い
た
事
実
を
確
認
で
き
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
三
上
に
菅
浦
文
書
の
存

在
を
教
示
し
た
「
東
浅
井
郡
誌
編
纂
会
」
の
関
係
者
の
存
在
で
あ
る
。
該
当
す
る
人

物
と
し
て
は
『
東
浅
井
郡
志
』
編
纂
主
任
黒
田
惟
信
、
あ
る
い
は
同
編
纂
顧
問
中
川

泉
三
な
ど
が
想
定
し
う
る
が
、
先
に
見
た
史
料
④
な
ど
か
ら
、
中
川
泉
三
が
事
前
に

三
上
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
中
川
を
想

定
し
て
お
く
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
章
資
』
に
は
、
三
上
参
次
の
来
県
日
程
を
質
す
諸
人
か
ら
の
書
簡
が
こ

の
前
年
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
様
々
で
あ
る
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
、
三

上
の
来
県
は
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
63
）。

そ
の
上
で

注
意
さ
れ
る
の
は
三
上
に
よ
る
大
正
六
年
八
月
一
五
日
付
中
川
泉
三
宛
書
簡
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
上
は
滋
賀
県
へ
赴
く
は
ず
が
、「
公
務
」
や
「
近
親
の
病

人
」
の
出
来
な
ど
を
理
由
と
し
て
、「
菅
浦
の
方
も
右
之
次
第
に
て
急
ぎ
に
と
い
ふ

訳
ニ
参
ら
ず
候
故
、
或
ハ
直
接
ニ
大
学
へ
借
入
を
交
渉
す
る
な
り
、
又
は
貴�

台�

ま�

づ�

御�

調�

査�

被�

下�

な�

り�

、
い
づ
れ
ニ
可
致
候
」
と
述
べ
て
い
る（
64
）。

こ
の
内
容
か
ら
は
、
前

項
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
川
泉
三
に
よ
る
菅
浦
調
査
の
日
程
が
、
た
び
た
び
後

日
に
ず
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
の
背
景
が
推
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
三
日
の
調
査

が
、
三
上
に
よ
る
文
書
調
査
の
事
前
調
査
的
な
意
味
合
い
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
以
上
の
内
容
を
史
料
⑤
の
背
景
と
し
て
お
さ
え
て
お
く
こ

と
と
し
た
い
。

三
上
は
、
同
年
九
月
一
二
日
、
よ
う
や
く
菅
浦
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

時
三
上
は
、
お
そ
ら
く
す
で
に
中
川
泉
三
と
菅
浦
区
に
よ
る
分
類
と
帖
綴
が
完
了
し

た
菅
浦
文
書
「
数
百
通
」
を
実
見
し
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
「
立
会

人
」
の
一
人
と
し
て
中
川
も
同
行
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
そ
の
際
、
三

上
は
そ
の
場
で
文
書
の
貸
借
契
約
を
結
ば
な
か
っ
た
。
三
上
に
よ
る
同
年
一
〇
月
四

日
付
中
川
泉
三
宛
書
簡
に
は
「
拝
啓
、
其
後
如
何
之
御
様
子
に
御
座
候
哉
、
今
度
の

大
風
雨
ハ
貴
地
ハ
如
何
御
座
候
哉
、
東
京
ハ
如
何
に
も
珍
ら
し
き
大
荒
れ
に
て
（
中

略
）
菅
浦
の
文
書
公
然
借
用
を
申
込
度
御
座
候
、
郡
役
所
へ
宛
て
可
申
歟
、
或
ハ
直

接
に
組
長
ニ
宛
て
ゝ
申
込
む
べ
き
歟
、
御
一
報
被
下
度
候
、
又
保
管
者
た
る
組
長
の

住�

所�

氏�

名�

御
手
数
な
が
ら
先
に
御
一
報
被
下
候
様
願
上
候
」（
傍
点
マ
マ
）
と
あ
る（
65
）。

三
上
が
東
京
に
帰
っ
た
後
、
菅
浦
文
書
「
公
然
借
用
」
の
手
段
を
中
川
に
尋
ね
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
彼
が
正
式
的
な
手
続
き
を
取
っ
て
菅
浦
か
ら
文
書
を
借
用
し
よ

う
と
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
降
に
三
上
か
ら
の
正
式
な

文
書
借
用
依
頼
を
受
け
て
菅
浦
で
作
成
さ
れ
た
の
が
、
先
の
史
料
⑤
と
と
も
に
綴
ら

れ
た
目
録
「
須
賀
神
社
古
文
書
中
抜
萃
目
録
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
事
態
は
三
上
の
想
定
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
。
中
村
直
勝
に
よ
る
菅
浦
調

査
が
こ
の
時
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
村
（
あ
る
い
は

京
大
文
学
部
）は
、
文
書
調
査
中
な
い
し
直
後
に
、
中
川
・
三
上
の
動
き
と
は
別
に
、

菅
浦
区
、
及
び
菅
浦
新
二
氏
と
、
京
大
へ
の
文
書
借
用
契
約
の
手
続
を
単
独
で
進
め

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
か
か
わ
る
周
辺
事
情
を
物
語
る
の
が
、
す
で
に
京
大
へ
菅

浦
文
書
が
搬
出
さ
れ
た
後
に
三
上
が
認
め
た
次
の
書
簡
で
あ
る
。

史
料
⑥
『
章
資
』
棚
上
函
一
―
六
―
一
七
、
大
正
六
年
一
一
月
三
〇
日
「
菅
浦
文

書
の
儀
に
つ
い
て
書
簡
」
三
上
参
次�

中
川
泉
三

拝
啓
、
其
後
御
変
り
ハ
無
之
候
や
、
御
心
に
か
け
さ
せ
ら
れ
候
ひ
し
菅
浦
文
書

写
ハ
黒
田
君
ゟ
昨
日
届
き
申
候
、
暫
く
拝
借
致
し
た
く
候
、
又
①
原
物
ハ
多
分

京
都
大
学
ニ
於
て
当
掛
の
た
め
に
謄
写
之
労
を
く
れ
ら
る
ゝ
事
に
相
談
纏
ま
り

可
申
候
間
、
御
休
神
被
下
度
候
、
②
三
浦
博
士
に
は
た
だ
単
ニ
「
だ
し
ぬ
か
れ



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

二
七

た
り
」
と
一
謔
い
た
し
置
候
、
右
御
礼
旁
一
筆
如
此
御
座
候
、
長
浜
の
序
文
及

び
講
演
述
記
ま
た
手
許
ニ
有
之
、
負
債
之（
ヵ
）

感
い
た
し
候
迄
、

大
正
六
年
十
一
月
卅
日

三
上
参
次

中
川
泉
三
様

本
史
料
か
ら
判
明
す
る
事
実
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
以
下
の

点
に
注
目
し
た
い
。
一
点
目
は
傍
線
部
①
に
あ
る
よ
う
に
、
史
料
編
纂
掛
に
納
め
ら

れ
る
予
定
の
影
写
本
が
、
京
大
の
「
謄
写
の
労
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
「
相
談
」
が

ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
菅
浦
文
書
「
正
集
分
」
の
影
写
本
は
京

大
日
本
史
研
究
室
と
東
大
史
料
編
纂
所
双
方
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら

は
、
そ
れ
ら
が
と
も
に
京
大
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
判
明
す
る（
66
）。

二
点
目
は
三
上
が
「
三
浦
博
士
」
に
対
し
て
「
だ
し
ぬ
か
れ
た

り
」
と
戯
れ
に
述
べ
て
お
い
た
と
い
う
傍
線
部
②
で
あ
る
。「
三
浦
博
士
」
と
は
京

大
教
授
三
浦
周
行
を
指
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、
三
上
に
と
っ
て
京
大
に
よ
る
菅
浦

文
書
借
用
が
ま
さ
に
寝
耳
に
水
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く

三
上
は
、
中
川
泉
三
あ
る
い
は
黒
田
惟
信
を
通
じ
て
菅
浦
文
書
京
大
搬
出
の
事
実
を

知
り
、
三
浦
と
①
の
件
な
ど
に
関
し
て
幾
度
か
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
後
、
本
書
簡

を
認
め
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
三
上
の
本
心
を
推
量
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
の
、
中
川
は
、
菅
浦
文
書
の
「
原
物
」
の
様
子
を
気
に
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
三
上
以
上
に
心
中
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

小
括

以
上
、
大
正
六
年
に
お
け
る
菅
浦
文
書
「
発
見
」
の
経
緯
を
、
こ
れ
に
深
く
関
与

し
た
三
名
の
人
物
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
。
き
わ
め
て
煩
瑣
な
記
述
と
な
っ
た
た

め
、
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
大
正
六
年
前
後
の
文
書
「
発
見
」
に
か
か
わ
る
事

項
を
時
系
列
で
整
理
し
た
次
頁
の
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ひ
と
ま
ず
、
菅

浦
文
書
の
「
発
見
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
発
見
者
」
は
、

あ
く
ま
で
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
中
村
直
勝
で
あ
り
、
そ
の
後
、
三
上
参
次
に
よ
る

調
査
の
下
準
備
と
し
て
文
書
の
一
部
を
初
め
て
整
理
・
分
類
し
た
の
が
中
川
泉
三
、

さ
ら
に
そ
の
目
録
化
作
業
を
行
っ
た
の
が
中
村
直
勝
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
情

に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
京
大
影
写
本
で
い
う
「
正
集
分
」
と
「
続

集
分
」（
Ａ
群
の
「
号
外
」
綴
及
び
Ｃ
群
）
の
区
別
が
生
じ
た
時
期
で
あ
ろ
う
。
田

中
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
Ａ
群
と
Ｃ
群
に
は
も
と
も
と
質
的
な
差
が
存
在
し
て
お
ら

ず
（
前
述
）、
諸
先
学
が
指
摘
す
る
菅
浦
文
書
配
列
秩
序
の
混
乱
（
菅
浦
家
文
書
の

共
有
文
書
と
の
混
合
）
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、
件

の
三
名
の
う
ち
最
後
に
文
書
調
査
を
実
施
し
た
中
村
直
勝
が
、
中
川
泉
三
に
よ
る
分

類
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
な
が
ら
、
現
在
の
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
所
収
文
書

の
全
点
数
を
ほ
ぼ
把
握
し
て
い
た
と
い
う
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以

前
の
段
階
、
特
に
中
川
泉
三
の
調
査
時
（
八
月
二
三
日
）
か
ら
三
上
参
次
の
菅
浦
訪

問
時
ま
で
の
間
に
、
先
に
触
れ
た
「
両
旧
Ａ
・
Ｂ
群
の
秩
序
か
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
群
の

秩
序
へ
の
転
移
」
が
発
生
し
た
と
み
る
他
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
う

な
る
と
、
今
度
は
、
中
川
の
回
顧
録
の
中
に
み
え
る
、「
鎌
倉
時
代
以
後
元
和
寛
永

頃
ま
で
の
も
の
数�

百�

通�

を�

算�

し�

た�

り�

」
と
い
う
記
述
が
示
す
実
態
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
。こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、ひ
と
ま
ず
以
上
の
仮
説
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
、

後
考
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。



滋
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二
八

和
暦
（
西
暦
）

月
日

事
項

典
拠

大
正
五
年

（
一
九
一
六
）

？

中
村
直
勝
が
大
津
の
自
宅
に
て
「
有
力
な
専
門
神
職
」
が
持
参
し
た
菅
浦

文
書
Ｂ
群
（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
）
を
実
見
。

中
村
六
二

大
正
六
年

（
一
九
一
七
）

七
月
二
二
日

竹
生
嶋
宝
厳
寺
が
「
菅
浦
代
表
者
」
と
接
触
。
菅
浦
に
対
し
て
、
菅
浦
文

書
調
査
実
施
を
要
請
ヵ
。
そ
の
旨
を
中
川
泉
三
に
伝
達
。

『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
三
四

七
月
二
五
日

菅
浦
が
翌
八
月
三
・
四
日
頃
以
降
で
あ
れ
ば
文
書
調
査
が
可
能
と
宝
厳
寺

に
伝
え
る
。
宝
厳
寺
は
そ
の
旨
を
中
川
に
伝
達
。

『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
四
四

八
月
一
二
日

宝
厳
寺
が
、
中
川
が
希
望
し
た
調
査
希
望
日
で
あ
る
今
月
二
三
〜
二
五
日

は
障
り
が
あ
る
こ
と
、
文
書
調
査
の
延
引
に
つ
い
て
菅
浦
側
に
連
絡
し
て

お
く
こ
と
な
ど
を
中
川
に
伝
え
る
。

『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
五
六

八
月
一
五
日

三
上
参
次
が
、
中
川
泉
三
に
対
し
て
、
菅
浦
文
書
の
大
学
へ
の
「
直
接
借

入
」
あ
る
い
は
中
川
に
よ
る
事
前
調
査
に
つ
い
て
相
談
す
る
内
容
の
書
簡

を
送
る
。

『
章
資
』
棚
上
函
一
―
六
―
一

三

八
月
一
九
日

菅
浦
区
長
栁
原
忠
右
衛
門
が
、
文
書
調
査
の
実
施
を
了
承
し
た
上
で
、
三

上
参
次
の
来
訪
日
程
を
尋
ね
る
。

『
章
資
』
五
棚
―
二
四
六
四

八
月
二
三
日

中
川
泉
三
が
「
役
人
」
ら
と
と
も
に
菅
浦
文
書
調
査
を
実
施
。
こ
の
時
に

中
川
が
選
別
し
た
と
み
ら
れ
る
文
書
群
（
Ａ
群
ヵ
）
が
、
本
年
九
月
二
〇

日
ま
で
の
間
に
、
菅
浦
区
に
よ
っ
て
計
三
五
帖
に
帖
綴
さ
れ
る
。
こ
の
作

業
に
伴
い
、
選
別
か
ら
漏
れ
た
Ｃ
群
が
発
生
し
た
ヵ
。

「
明
細
帳
」、
中
川
二
八
、
関

口
六
〇
、「
菅
共
近
現
」
近
一

二
な
ど

九
月
七
日

三
上
参
次
が
、
永
原
村
村
長
に
対
し
て
今
月
一
一
日
頃
の
菅
浦
訪
問
を
知

ら
せ
る
。

「
菅
共
近
現
」
近
一
二

菅
浦
文
書
「
発
見
」
前
後
の
主
な
出
来
事



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

二
九

大
正
六
年

（
一
九
一
七
）

九
月
一
二
日

三
上
参
次
に
よ
る
菅
浦
文
書
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。
中
川
泉
三
も
同
行
し

て
い
た
ヵ
。

「
明
細
帳
」、『
章
資
』
五
棚
―

二
四
六
四

九
月
二
〇
日

中
村
直
勝
に
よ
る
菅
浦
文
書
調
査
開
始
。
四
・
五
日
滞
在
し
て
Ａ
〜
Ｃ
群

の
目
録
化
・
分
類
作
業
を
実
施
す
る
。
京
大
は
翌
月
二
九
日
ま
で
の
間
の

い
ず
れ
か
の
時
期
に
、
菅
浦
と
、
Ａ
群
の
大
部
分
及
び
Ｂ
群
の
み
に
つ
い

て
文
書
借
用
契
約
を
結
ぶ
。

「
明
細
帳
」、
中
村
六
二
、
関

口
六
〇

一
〇
月
四
日

三
上
参
次
が
中
川
泉
三
に
、
菅
浦
文
書
の
「
公
然
借
用
」
の
方
法
を
尋
ね

る
。

『
章
資
』
二
棚
―
一
七
五
五

一
〇
月
二
九
日
頃

京
大
が
Ａ
群
（「
号
外
」
綴
を
除
く
）
と
Ｂ
群
を
借
用
。

「
明
細
帳
」、「
菅
共
近
現
」
近

一
一
、
田
中
九
八
な
ど

一
一
月
三
〇
日

三
上
参
次
が
、
菅
浦
文
書
の
影
写
本
が
京
大
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
こ
と
な
ど
を
中
川
泉
三
に
報
告
。

『
章
資
』
棚
上
函
一
―
六
―
一

七

大
正
七
年

（
一
九
一
八
）

三
月

京
大
に
お
い
て
現
東
大
影
写
本
が
完
成
。

田
中
九
八
、『
章
資
』
棚
上
函

一
―
六
―
一
七

四
月

京
大
影
写
本
が
完
成
。

京
大
所
蔵
菅
浦
文
書
影
写
本
奥

書

？

文
書
が
菅
浦
に
返
却
さ
れ
る
。

「
明
細
帳
」

〈
注
〉「
典
拠
」
項
の
略
称
は
以
下
の
通
り
。
○
史
料
…
『
章
資
』
↓
『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
』、「
明
細
帳
」
↓
「
歳
入
出
明
細
帳
」（
秋
山
富
男
「
菅
浦
惣
寺
阿
弥
陀
寺
と
菅
浦
文
書
に
つ
い

て
（
下
）」（『
時
宗
教
学
年
報
』
四
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
、「
菅
共
近
現
」
↓
「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」。
○
論
考
…
中
村
六
二
↓
中
村
直
勝
「
古
文
書
の
整
理
」（『
中

村
直
勝
著
作
集
』
第
五
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）、
中
川
二
八
↓
中
川
泉
三
「
史
料
採
集
苦
心
談
」（
中
川
泉
三
著
作
集
刊
行
会
編
『
近
江
の
史
家
中
川
泉
三
著
作
集
』

第
六
巻
、
川
瀬
泰
山
堂
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
二
八
年
）、
関
口
六
〇
↓
関
口
恒
雄
「
菅
浦
文
書
」（『
経
済
志
林
』
三
一
巻
二
号
、
一
九
六
三
年
）、
田
中
九
八
↓
田
中
克
行
「
菅
浦
文
書

概
説
」（『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。
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三
〇

第
三
章

「
発
見
」
後
の
菅
浦
文
書
―
そ
の
利
用
・
研
究
の
展
開
―

一
、「
移
動
」
す
る
菅
浦
文
書

大
正
六
年
の
菅
浦
文
書
「
発
見
」
後
、
そ
の
存
在
は
次
第
に
学
界
に
周
知
さ
れ
て

ゆ
く
よ
う
に
な
る
。
大
正
七
年
に
京
大
で
影
写
本
が
作
成
さ
れ
た
後
、
搬
出
さ
れ
た

分
の
菅
浦
文
書
は
菅
浦
へ
と
返
却
さ
れ
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
菅
浦
文
書
は
自

治
体
史
編
纂
な
ど
に
よ
る
利
用
を
目
的
に
、
度
重
な
る
区
外
へ
の
搬
出
を
経
験
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
菅
浦
文
書
の
「
移
動
」
を
中
心
に
、「
発

見
」
後
の
「
菅
浦
文
書
史
」
を
跡
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

①
『
滋
賀
県
史
』
編
纂
に
お
け
る
利
用

大
正
七
年
、
滋
賀
県
は
県
史
編
纂
を
企
画

し
、
翌
八
年
頃
か
ら
『
滋
賀
県
史
』
編
纂
に
着
手
し
た
。
し
か
し
編
纂
は
容
易
に
進

ま
な
か
っ
た
た
め
、
県
は
三
浦
周
行
の
紹
介
を
経
て
、
当
時
す
で
に
『
福
井
県
史
』

編
纂
に
従
事
し
て
い
た
牧
野
信
之
助
を
編
纂
主
任
に
任
命
し
、
体
制
を
再
整
備
し
て

事
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た（
67
）。

県
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
編
纂
委
員
会
は
各
市
町

村
に
対
し
て
積
極
的
に
史
料
提
供
を
呼
び
か
け
る
一
方
で
、
自
ら
も
史
料
調
査
を
実

施
し
た（
68
）。
菅
浦
も
そ
の
調
査
地
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二

二
）
度
分
の
「
歳
入
出
明
細
帳
」
に
は
、
九
月
七
日
付
で
「
史
料
調
ニ
付
村
長
・
校

長
・
三
浦
出
張
」・「
県
誌
史
料
古
文
書
調
ニ
付
滋
賀
県
ヨ
リ
出
張
ニ
付
」
な
ど
の
文

言
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
支
出
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
69
）。

さ
ら
に
そ
の
四
日
後
に
は「
展

覧
会
出
品
調
係
リ
員
寺
方
二
名
ト
太
田
計
五
名
」
も
来
訪
し
て
い
る（
70
）。

こ
れ
ら
の
来

訪
者
の
中
に
牧
野
信
之
助
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
三
浦
」は
、

あ
る
い
は
三
浦
周
行
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
同
年
九
月
一
一
日
付
の「
郷

土
史
編
纂
展
覧
会
出
品
（
控
）

（
71
）」

な
る
目
録
に
は
、
阿
弥
陀
寺
関
係
の
史
料
で
あ
る

「
大
般
若
経（
72
）」「

什
物
等
記
録（
73
）」「

日
鑑（
74
）」

な
ど
の
他
、「
区
有
」
に
属
す
る
「
慶
長

七
年
検
注
帳（
75
）」、

及
び
「
神
社
方
」
に
属
す
る
「
綸
旨
三
通

箱
入
」
と
い
っ
た
史

資
料
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
こ
か
の
場
所
で
行
わ
れ
た
『
滋

賀
県
史
』
に
か
か
わ
る
資
料
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀

寺
関
連
史
料
の
存
在
が
認
知
さ
れ
始
め
る
の
が
こ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ

こ
か
ら
判
明
す
る
。
翌
年
一
月
二
三
日
の
「
歳
入
出
明
細
帳
」
に
は
「
古
文
書
県
庁

持
参
旅
費
」
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
文
書
が
菅
浦
側
の
手
で
滋
賀
県
庁
ま
で
運
送
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
76
）。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
諸
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時

に
は
ま
だ
学
界
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
の「
続
集
分
」に
あ
た
る
史
料（「
徳

川
家
政
道
書
写
」
一
〇
五
五
号
な
ど
）
が
、「
菅
浦
新
二
氏
所
蔵
文
書
」
と
し
て
『
滋

賀
県
史
』（
第
五
巻
、
参
考
資
料
、
四
〇
七
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る（
77
）。

さ
ら
に
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
搬
出
時
の
も
の
と
み
ら
れ
る
菅
浦
文
書
借

用
証
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
・
Ｂ
群
文
書
に
加
え
て
「
新
史
料
壱
括
」
な
る
纏
ま
り

の
存
在
が
確
認
で
き
る（
78
）。

こ
れ
を
後
の
Ｃ
群
文
書
と
同
一
視
し
う
る
か
は
即
断
し
が

た
い
と
は
い
え
、『
滋
賀
県
史
』
編
纂
主
任
の
牧
野
が
京
大
の
出
身
で
、
同
大
学
出

身
者
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
点
も
踏
ま
え
る
と
、
中
村
直
勝
が
途
中

ま
で
整
理
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
Ｃ
群
の
存
在
を
、
牧
野
が
こ
の
時
点
で
既
に

知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
同
年
に
県
庁
へ
搬
出
さ
れ
た
文
書
の
中
に
、
Ｃ
群
に

属
す
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
文
書
は
翌
大
正

一
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
二
六
日
付
で
菅
浦
に
返
却
さ
れ
た（
79
）。

②
『
近
江
伊
香
郡
志
』・『
高
島
郡
誌
』
編
纂
に
お
け
る
利
用

秋
山
富
男
氏
に
よ
る

と
、
県
庁
か
ら
文
書
が
返
却
さ
れ
た
直
後
の
大
正
一
三
年
一
〇
月
五
日
、
永
原
村
に

お
い
て
伊
香
郡
志
に
関
わ
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
菅
浦
文
書
も
七
〇
〇
点
を
超
え



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

三
一

る
出
品
が
あ
っ
た
と
い
う（
80
）。

ま
た
氏
は
、
中
村
直
勝
の
回
顧
に
「
大
浦
へ
は
大
正
十

三
年
十
月
五
日
に
嶮
し
い
陸
路
を
踏
ん
で
行
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
る（
81
）」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
展
覧
会
の
指
導
監
督
者
は
中
村
直
勝
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
中

村
に
よ
る
展
覧
会
監
修
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
本
展
覧
会
は
、
大
正
一
一
年
に
事

業
が
開
始
さ
れ
、
中
村
直
勝
が
編
纂
主
任
を
務
め
た
『
近
江
伊
香
郡
志
』
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（
82
）。『

近
江
伊
香
郡
志
』
関
連
で
、
こ
の
時
期
に
史

料
の
借
用
が
行
わ
れ
た
徴
証
は
な
い
も
の
の
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
二
月
二

二
日
付
で
、「
中
村
京
大
教
授
ノ
閲
覧
ニ
供
ス
」
た
め
と
し
て
「
菅
浦
関
係
書
種
々
」

や
「
菅
浦
新
二
所
有
古
文
書
」
な
ど
、
計
数
百
通
の
文
書
が
永
原
村
長
田
中
忠
蔵
に

よ
っ
て
借
り
出
さ
れ（
83
）、

ま
た
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
六
月
二
〇
日
に
も
、
Ｂ
群

に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
文
書
の
搬
出
が
実
施
さ
れ
て
い
る（
84
）。

そ
の
一
方
で
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
一
八
日
に
も
、
菅
浦
に
て
「
史

料
調
査
」が
実
施
さ
れ（
85
）、

翌
月
に
は
、
同
一
二
年
四
月
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ
た『
高

島
郡
誌
』
編
纂
の
た
め
、
帖
綴
さ
れ
た
菅
浦
文
書
の
う
ち
第
二
六
号
綴
の
文
書
一
〇

点
が
借
用
さ
れ
て
い
る（
86
）。

第
二
六
号
綴
に
海
津
関
係
の
史
料
が
集
中
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
が
搬
出
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
正
六
年
に
「
発
見
」
さ
れ
た
菅
浦
文
書
は
、
そ
の
後
、
主
に
自

治
体
史
・
郡
志（
誌
）編
纂
の
た
め
、
滋
賀
県
下
の
役
所
と
菅
浦
の
間
で
頻
繁
な「
移

動
」
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
大
正
一
二
年
か
ら
の
数
年
間
に
は
、
菅
浦

文
書
が
区
内
に
完
全
に
揃
っ
て
い
る
時
期
の
ほ
う
が
珍
し
い
と
い
う
、
菅
浦
に
と
っ

て
は
未
曾
有
の
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の「
移
動
」の
中
で
も
、

と
り
わ
け
多
数
の
文
書
が
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
菅
浦
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

が
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
実
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
京
大
へ
の
第
二
次
搬

出
で
あ
っ
た
。

二
、
菅
浦
文
書
の
第
二
次
京
都
帝
国
大
学
搬
出

京
大
へ
の
菅
浦
文
書
第
二
次
搬
出
の
時
期
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
未
だ
に

一
致
し
た
見
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
田
中
克
行
氏
は
そ
れ
を
昭
和
一
五
年
九
月
の

こ
と
と
し
、
中
村
直
勝
と
林
屋
辰
三
郎
と
が
、
須
賀
神
社
の
委
嘱
に
よ
り
調
査
を
行

い
、
菅
浦
文
書
Ｃ
群
と
Ａ
群
の
「
号
外
」
綴
を
発
見
・
借
用
し
、
京
大
に
て
影
写
本

「
菅
浦
文
書
続
集
」
が
作
成
さ
れ
た
と
す
る（
87
）。

一
方
、
秋
山
富
男
氏
は
大
正
一
四
年

度
分
の
「
歳
入
出
明
細
帳
」
に
み
え
る
同
年
八
月
三
一
日
の
「
史
料
調
査
ニ
付
文
学

士
外
二
人
出
張
」
の
記
述
か
ら
、
こ
の
頃
に
文
書
が
再
度
京
大
に
搬
出
さ
れ
た
と
み

て
い
る（
88
）。

ま
ず
秋
山
説
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
直
後
に
『
高
島
郡

誌
』
編
纂
の
た
め
の
文
書
の
部
分
的
搬
出
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
や
や
問
題
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
田
中
説
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
林
屋
辰
三
郎
「
近

江
須
賀
神
社
と
そ
の
村
落
」（
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
須
賀
神
社
に
献
納
さ

れ
た
「
須
賀
神
社
考
証
」
を
原
型
と
す
る
）
の
複
数
あ
る
版
の
う
ち
『
中
世
文
化
の

基
調
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
附
記
に
み
え
る
「
本
稿
は
も
と
一
九
四
〇
年
秋
、
中

村
直
勝
先
生
の
指
導
の
も
と
、須
賀
神
社
の
依
嘱
に
よ
り
調
査
し
た
る
報
告
で
あ
る
」

と
い
う
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
89
）。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
「
調
査
」
と
あ

る
の
み
で
、
文
書
の
搬
出
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
述
で
な
い
点
は
注
意
さ
れ
る
。
ひ

と
ま
ず
本
稿
で
は
、
赤
松
俊
秀
氏
に
よ
る
「
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
中
村
博

士
が
改
め
て
採
訪
さ
れ
、
総
計
五
一
八
通
の
文
書
が
菅
浦
文
書
続
集
と
し
て
影
写
さ

れ
た
」
と
の
記
述（
90
）、

及
び
「
続
集
分
」
の
利
用
が
み
ら
れ
る
前
述
の
林
屋
論
文
の
う

ち
、
高
瀬
重
雄
編
『
中
世
文
化
史
研
究
』（
星
野
書
店
、
一
九
四
四
年
）
に
収
録
さ

れ
た
版
に
、「
昭
和
一
五
・
一
一
・
一
九
稿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
ひ

と
ま
ず
昭
和
一
五
年
内
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
文
書
が
搬
出
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き

た
い
。
ま
た
、
田
中
氏
は
、
こ
の
時
に「
続
集
分
」が
発
見
さ
れ
た
と
す
る
も
の
の（
91
）、



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

三
二

そ
の
存
在
が
す
で
に
大
正
六
年
の
時
点
で
中
村
直
勝
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
（
第
二
章
）
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
時
の
文
書
搬
出
に
関
し
て
は
、
菅
浦
側
に
も
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お

ら
ず
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
調
査
依
頼
が
「
須
賀
神
社
」
か
ら
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
に
、
こ
の
頃
菅
浦
に
お
い
て
再
び
勃
興
し
て
い
た
須

賀
神
社
の
社
格
昇
進
運
動
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い（
92
）。

秋

山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昭
和
一
六
年
一
月
、
林
屋
辰
三
郎
に
よ
っ
て
、
先
に
も

触
れ
た
、
須
賀
神
社
及
び
菅
浦
区
の
由
緒
調
査
報
告
「
須
賀
神
社
考
証
」
が
執
筆
さ

れ
、
須
賀
神
社
へ
献
納
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
三
月
に
は
、
須
賀
神
社
の
「
御
昇
格

願
」
が
、
お
そ
ら
く
林
屋
に
よ
る
考
証
の
原
稿
と
と
も
に
菅
浦
か
ら
滋
賀
県
知
事
近

藤
壌
太
郎
宛
て
に
提
出
さ
れ
た（
93
）。

か
か
る
運
動
の
推
進
者
は
、
須
賀
神
社
の
神
官
菅

浦
新
二
氏
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
94
）。

さ
ら
に
、
京
大
側
も
「
菅
浦
文
書
（
続

集
）」の
所
蔵
者
を
菅
浦
新
二
氏
と
し
て
登
録
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と（
95
）、

第
二
次
文
書
搬
出
は
、
文
書
の
「
発
見
」
頃
か
ら
の
京
大
（
と
り
わ
け
中
村
直
勝
）

と
菅
浦
新
二
氏
間
の
強
固
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
実
現
し
た
側
面
が
大
き
い
よ
う
に

思
わ
れ
る（
96
）。

須
賀
神
社
は
、
そ
の
後
昭
和
二
〇
〜
二
一
年
頃
に
、
村
社
か
ら
郷
社
に

昇
格
を
果
た
し
た（
97
）。

し
か
し
昭
和
一
五
年
以
降
菅
浦
文
書
は
、
非
常
に
長
き
に
わ
た
っ
て
京
大
に
留
め

置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
京
大
に
お
け
る
当
時
の
菅
浦
文
書
の
様
態
を
伝
え
る
史
料

は
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
昭
和
一
七
年（
一
九
四
二
）六
月
一
七
日
、

京
大
国
史
研
究
室
内
の
組
織
で
あ
る
読
史
会
の
例
会
に
お
い
て
、
中
村
直
勝
が
菅
浦

に
関
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と（
98
）、「

続
集
分
」
の
影
写
本
が
昭
和
一
八
年
頃
に

完
成
し
た
こ
と（
99
）な

ど
が
断
片
的
に
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
赤
松
俊
秀
氏

が
「
研
究
室
に
菅
浦
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
」
し
た
の
が
昭
和
一
九

年
頃
、
さ
ら
に
彼
が
「
続
集
分
」
の
原
本
調
査
を
開
始
し
た
の
が
、
終
戦
後
の
昭
和

二
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

100
）。
結
局
、
赤
松
氏
の
菅
浦
文
書
調
査
は
昭
和
二

四
年
に
「
完
成
」
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
文
書
は
菅
浦
に
返
却
さ
れ
た（

101
）。

昭
和
二
六
年
、
菅
浦
の
「
歳
入
出
萬
明
細
帳
」
に
は
「
歳
入
之
部
」
に
「
古
文
状

保
管
謝
礼
」、
歳
出
の
う
ち
「
臨
時
費
」
項
に
「
古
文
書
調
査
滋
賀
大
学
来
菅
賄
雑

用
」・「
古
文
書
送
り
舟
賃
」
な
る
記
述
が
あ
ら
わ
れ
、
年
内
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に

菅
浦
文
書
が
滋
賀
大
学
へ
搬
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（

102
）。

そ
し
て
、
同
年
一
〇
月
二

三
〇
日
付
で
、
滋
賀
大
学
と
菅
浦
と
の
間
で
文
書
の
寄
託
契
約
が
交
わ
さ
れ（

103
）、

菅
浦

文
書
は
同
大
学
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
明
治
期
か
ら
戦
後
直
後
頃
ま
で
の
文
書
利
用
の
あ
り
方
と
い
う
側
面
を
中

心
に
、「
菅
浦
文
書
史
」
の
一
端
を
述
べ
て
き
た
。「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
代

分
）」、『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
』
な
ど
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
菅
浦
内
に
お
け
る
菅
浦
文
書
の
分
類
形
態
、
文
書
の「
発
見
」

に
か
か
わ
っ
た
様
々
な
主
体
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
新
た
な
知
見
を
提

示
し
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
反
面
、
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
部
分
も
多

く
あ
り
、
本
稿
の
記
述
は
、
既
知
の
史
料
の
よ
り
緻
密
な
分
析
や
新
史
料
の
発
掘
な

ど
に
よ
っ
て
、
今
後
な
お
厳
密
に
再
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
・
三
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
大
正
六
年
一
〇
月
、
菅
浦
文
書
原
本
の
一
部
は

京
大
へ
と
搬
出
さ
れ
、
以
後
、
滋
賀
大
学
に
寄
託
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
同
文
書
は
、

主
に
京
大
及
び
京
大
に
連
な
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
者
ら
に
よ
っ
て
積
極
的
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
知
り
う
る
史
料
を
参
照
す
る
限
り
、
か
か



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

三
三

る
経
緯
を
辿
っ
た
の
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
以
前
か
ら
の
規
定
路
線
で
は
な
く
、
い
く

つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
部
分
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
だ
し
、
か
か
る
経
緯
に
一
定
の
方
向
性
を
与
え
た
存
在
と
し
て
大
き
か
っ
た
の

は
、
菅
浦
新
二
氏
を
は
じ
め
と
す
る
菅
浦
新
二
郎
家
の
人
び
と
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
。
当
家
は
江
戸
時
代
の
菅
浦
に
お
い
て
膳
所
藩
「
郷
代
官
」
を
務
め
て
い

た
家
柄
で
あ
り（

104
）、
近
代
に
は
、
須
賀
神
社
（
菅
浦
大
明
神
）
の
神
職
を
務
め
る
人
物

（
新
二
氏
）
を
輩
出
し
、
社
格
昇
格
運
動
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
の
時
期
か
ら
菅
浦
文
書
旧
Ｂ
群
は
須
賀
神
社

に
保
管
さ
れ
、
大
正
六
年
の
目
録
に
は
そ
れ
ら
の
一
部
（
Ａ
群
に
転
移
し
な
か
っ
た

部
分
）
が
「
須
賀
神
社
所
蔵
」
分
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
年
に
菅
浦
共
有
文

書
を
初
め
て
実
見
し
、
そ
の
帖
綴
に
大
き
く
関
与
し
た
の
が
中
川
泉
三
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
文
書
の
搬
出
先
が
、
中
川
や
彼
と
親
し
い
三
上
参
次
と
直
接
関
係

し
な
い
京
大
と
な
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
頃
か
ら
関
係
を
深
め
つ
つ

あ
っ
た
菅
浦
新
二
氏
と
京
大
関
係
者
（
特
に
中
村
直
勝
）
と
の
結
び
つ
き
が
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
つ
な
が
り
は
、

文
書
が
再
び
京
大
に
搬
出
さ
れ
、
林
屋
辰
三
郎
が
「
須
賀
神
社
考
証
」
を
執
筆
し
た

昭
和
一
五
〜
一
六
年
頃
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る（

105
）。

な
お
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
大
正
六
年
以
後
の
度
重
な

る
菅
浦
文
書
の
「
移
動
」
の
中
で
、
文
書
の
紛
失
・
欠
損
・
混
入
と
い
っ
た
事
態
が

発
生
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
紛
失
文
書
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
点
ほ
ど

確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
点
目
が
本
稿
で
も
挙
げ
た
享
保
二
一
年
の
「
菅
浦
神
人
等
古

文
書（

106
）」、

二
点
目
が
「
続
集
」
影
写
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
所
在
の
知
れ
な

い
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
六
月
二
八
日
付
の
料
足
請
取
状
で
、
い
ず
れ
も
『
菅
浦

文
書
』に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

107
）。欠
損
文
書
と
し
て
は「
就
棟
別
条
々
」

（
一
四
六
号
）
が
知
ら
れ
る
。
大
正
年
間
作
成
の
影
写
本
で
は
か
か
る
現
題
の
存
在

が
確
認
し
う
る
も
の
の
、
刊
本
及
び
現
存
す
る
写
真
帳
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
も
と
も
と
の
文
書
に
も
相
応
の
傷
み
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
京
大
・
東
大
影
写

本
作
成
後
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
、
史
料
原
本
の
冒
頭
が
欠
損
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
田
中
氏
が
当
号
文
書
の
詳
細
な
研
究
を
発
表
す
る
以
前
、
本
史
料
に
つ
い
て
は

こ
れ
を
領
主
側
に
よ
る
法
令
と
み
る
か
菅
浦
側
に
よ
る
そ
れ
と
み
る
か
の
意
見
対
立

が
存
在
し
て
い
た（

108
）が

、
お
そ
ら
く
こ
の
現
題
が
刊
本
に
欠
け
て
い
た
こ
と
が
説
の
乱

立
を
生
む
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
書
の
混
入

に
関
し
て
は
、
田
中
氏
の
研
究
に
お
い
て
、
菅
浦
文
書
の
号
外
綴
二
二
号
（
刊
本
未

収
）
に
「
京
大
で
影
写
さ
れ
た
狛
文
書
の
写
し
か
け
」
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る（

109
）。

菅
浦
文
書
の
分
析
に
よ
っ
て
、
滋
賀
県
内
の
自
治
体
史
編
纂
、

さ
ら
に
は
日
本
中
世
史
研
究
が
大
い
に
進
展
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
そ
の
背
後
に
隠
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
者
に

よ
る
史
料
の
扱
い
に
か
か
わ
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、「
菅
浦
文
書
史
」

は
、
地
域
史
研
究
、
あ
る
い
は
近
年
の
日
本
史
学
界
内
で
急
速
に
関
心
を
高
め
つ
つ

あ
る
史
学
史
研
究（

110
）を
は
じ
め
、
よ
り
広
い
研
究
上
の
文
脈
に
位
置
づ
く
可
能
性
を
持

つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
一
方
で
、
菅
浦
文
書
が
、
今
な
お
菅
浦
区
の
中
で
生�

き�

続�

け�

て�

い�

る�

文
書
群
で
も
あ
る
こ
と
を
失
念
し
て
は
な
る
ま
い（

111
）。
さ
し
あ
た
っ
て

本
稿
が
、
今
後
、「
史
料
」
と
そ
れ
を
扱
う
者
の
間
に
存
在
す
る
様
々
な
問
題
を
考

え
て
ゆ
く
上
で
の
、
一
つ
の
た
た
き
台
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
中
・
近
世
「
菅
浦
文
書
」
の
総
合

的
調
査
・
公
開
と
共
同
研
究
―
中
・
近
世
村
落
像
の
再
検
討
―
」（
課
題
番
号
二
四



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

三
四

三
二
〇
一
二
七
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
原
本
の
閲

覧
に
つ
い
て
は
、
米
原
市
教
育
委
員
会
事
務
局
歴
史
文
化
財
保
護
課
の
小
野
航
氏

に
、
近
現
代
の
菅
浦
に
か
か
わ
る
諸
史
料
の
紹
介
と
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
大
学

経
済
学
部
附
属
史
料
館
の
堀
井
靖
枝
・
南
田
孝
子
両
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
1
）
課
題
番
号
二
四
三
二
〇
一
二
七
、
研
究
代
表
者：

青
柳
周
一
。

（
2
）
瀬
田
勝
哉
執
筆
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。

（
3
）
江
頭
恒
治
「
序
」（
滋
賀
大
学
日
本
経
済
文
化
研
究
所
史
料
館
編
『
菅
浦
文
書
』
上
巻
、
有

斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）、
四
頁
。

（
4
）
「
菅
浦
文
書
」（『
経
済
志
林
』
三
一
巻
二
号
、
一
九
六
三
年
。
以
下
、
関
口
論
考
と
呼
称
）。

史
料
批
判
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
続
集
分
」
を
含
め
た
菅
浦
文
書
全
体
を
用

い
た
菅
浦
研
究
の
過
程
で
、
文
書
の
年
代
比
定
や
断
簡
復
元
作
業
な
ど
を
行
っ
た
赤
松
俊
秀

氏
の
研
究
も
重
要
で
あ
る
（
①
「
供
御
人
と
惣
」『
赤
松
俊
秀
著
作
集
』
第
三
巻
、
法
蔵
館
、

二
〇
一
二
年
、
初
出
一
九
五
六
年
、
②
「
戦
国
時
代
の
菅
浦
」『
同
』、
初
出
一
九
五
九
年
）。

（
5
）
「
菅
浦
文
書
概
説
」（『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
以
下
、
田
中

論
考
と
呼
称
）。

（
6
）
各
綴
り
に
は
、
表
紙
（「
伊
香
郡
永
原
村
第
二
区
長
之
印
」
が
二
ヵ
所
に
押
さ
れ
て
い
る
）

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
田
中
論
考
二
〇
頁
。

（
8
）
田
中
氏
は
、
八
二
、
二
六
三
、
二
六
五
、
二
七
二
、
二
七
九
、
二
八
〇
、
二
八
一
、
二
九

三
、
三
九
九
（
三
九
七
）、
六
九
一
〜
六
九
七
号
文
書
を
挙
げ
て
い
る
。

（
9
）
「
菅
浦
共
有
文
書
目
録
（
近
世
・
近
現
代
分
）」（『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究

紀
要
』
四
八
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
10
）
こ
れ
ら
の
他
に
、
菅
浦
区
内
の
各
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
も
田
中
氏
の
整
理
を
参
照
さ
れ
た
い
（
田
中
論
考
八
〜
九
頁
）。

（
11
）
秋
山
富
男
①
「
菅
浦
惣
寺
阿
弥
陀
寺
と
菅
浦
文
書
に
つ
い
て
（
上
）」（『
時
宗
教
学
年
報
』

四
一
号
、
二
〇
一
三
年
、
②
「
同
（
下
）」（『
同
』、
四
二
号
、
二
〇
一
四
年
。
以
下
そ
れ
ぞ

れ
秋
山
論
考
①
、
同
②
と
呼
称
）。

（
12
）
米
原
市
教
育
委
員
会
『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
書
』
第
一
巻
上
〜
第
三
巻
下
、
二

〇
一
四
年
。

（
13
）
田
中
論
考
六
〜
七
頁
。

（
14
）
『
中
世
村
の
歴
史
語
り
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
二
頁
。

（
15
）
秋
山
論
考
①
四
六
〜
五
一
頁
参
照
。

（
16
）
蔭
山
兼
治
①
「
滋
賀
県
の
地
方
史
編
纂
」（
中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編

『
史
学
は
死
学
に
あ
ら
ず
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
六
頁
。
ま
た
、
菅
浦
は

こ
の
二
年
前
の
四
月
、「
菅
浦
与
大
浦
下
庄
堺
絵
図
」
の
模
写
図
を
作
成
し
て
い
る
（
滋
賀
大

学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
蔵
菅
浦
文
書
写
真
帳
、
補
遺
八
号
、
田
中
論
考
九
頁
も
参
照
）。
こ

れ
も
行
政
に
よ
る
地
誌
編
纂
事
業
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
17
）
秋
山
論
考
①
四
六
〜
五
〇
頁
。

（
18
）
関
口
論
考
一
二
二
〜
一
二
九
頁
。

（
19
）
田
中
論
考
六
頁
。

（
20
）
秋
山
論
考
①
五
一
〜
五
三
頁
参
照
。

（
21
）
原
本
は
阿
弥
陀
寺
に
保
管
。
当
時
の
神
社
行
政
は
内
務
省
に
属
す
る
社
寺
局
に
よ
っ
て
担

当
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
阪
本
是
丸
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研

究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
22
）
蔭
山
兼
治
②
「
中
川
泉
三
の
生
涯
」（
注
16
中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編

著
所
収
）、
一
六
頁
。

（
23
）
林
屋
辰
三
郎
「
近
江
須
賀
神
社
と
そ
の
村
落
」（『
中
世
文
化
の
基
調
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
五
三
年
、
初
出
一
九
四
四
年
）、
八
四
〜
八
六
頁
。

（
24
）
こ
の
他
に
現
在
「
氏
子
総
代
持
ち
回
り
の
文
書
箱
」
に
あ
る
と
い
う
「
無
年
月
江
州
伊
香

郡
雨
ノ
森
村
雨
森
孫
之
進
ノ
願
書
」
も
み
え
る
（
秋
山
論
考
①
五
二
頁
）。

（
25
）
田
中
論
考
一
四
頁
。

（
26
）
Ⅱ
・
Ⅲ
に
つ
い
て
は
秋
山
論
考
①
五
二
頁
参
照
。

（
27
）
田
中
氏
に
よ
る
推
定
に
従
う
と
、
三
九
八
号
は
例
外
と
な
る
。
し
か
し
現
在
の
『
菅
浦
文

書
』
の
配
列
に
お
け
る
前
後
の
文
書
（
三
九
七
・
三
九
九
号
）
は
、
い
ず
れ
も
田
中
氏
に
よ
っ

て
本
来
Ｂ
群
に
属
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蔵
持
重
裕
氏
は
三
九
九
号
の
包
紙
（「
や
」



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

三
五

と
あ
り
）
を
三
九
八
号
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（「
中
世
菅
浦
文
書
（
八
）」『
滋
賀
大
学
経

済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
』
四
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
以
上
か
ら
、
本
文
書
も
「
い
」

「
ろ
」「
は
」
…
の
包
紙
を
持
つ
旧
Ｂ
群
に
属
し
た
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
28
）
な
お
、
こ
れ
ら
の
願
書
に
対
す
る
行
政
側
か
ら
の
回
答
は
な
く
、
菅
浦
大
明
神
の
社
格
昇

格
は
、
こ
の
時
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
〇
月
、「
保
良
神
社
」・

「
小
林
神
社
」・「
赤
崎
神
社
」
そ
の
他
の
周
辺
神
社
は
「
須
賀
神
社
」
と
し
て
合
祀
さ
れ
た

（
秋
山
論
考
①
五
二
〜
五
四
頁
）。
な
お
、
そ
の
後
昭
和
一
六
年
に
林
屋
辰
三
郎
が
執
筆
し
た

「
須
賀
神
社
考
証
」（
後
に
「
近
江
須
賀
神
社
と
そ
の
村
落
」
と
し
て
改
訂
さ
れ
公
刊
。
本
稿

第
三
章
参
照
）
に
も
本
史
料
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
中
村
直
勝
①
「
古
文
書
の
整
理
」（『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
五
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
八

年
、
初
出
一
九
六
二
年
）、
五
六
〜
五
七
頁
。

（
30
）
秋
山
氏
は
、
そ
の
「
専
門
神
職
」
と
は
、
大
正
五
年
以
来
日
吉
社
に
出
仕
し
て
い
た
と
い

う
菅
浦
新
四
郎
安
知
氏
の
子
菅
浦
新
二
氏
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
中
村
直
勝
と
面
識

が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
秋
山
論
考
①
五
四
頁
）。

（
31
）
田
中
論
考
二
〇
頁
。「
蔵
人
所
下
文
」
と
は
、
具
体
的
に
は
七
一
五
、
七
一
六
号
を
指
す
。

（
32
）
秘
蔵
さ
れ
た
菅
浦
文
書
が
近
世
に
す
で
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
関
口

恒
雄
氏
が
注
目
し
た
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
一
〇
月
二
五
日
付
「
長
橋
殿
綸
旨
等
御
改
覚
」

（
二
一
三
号
）
に
は
、
七
〇
九
・
七
〇
七
・
七
一
六
号
の
三
通
を
「
長
橋
殿
」
が
改
め
ら
れ

た
と
あ
る
。
田
中
氏
の
分
類
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
旧
Ｂ
群
に
属
す
文
書
で

あ
る
（
関
口
論
考
一
二
七
〜
一
二
八
頁
、
田
中
論
考
二
〇
頁
）。

（
33
）
秋
山
論
考
②
一
一
七
〜
一
一
八
頁
参
照
。

（
34
）
『
滋
賀
県
教
育
会
雑
誌
』
二
四
五
号
、
一
九
一
六
年
。

（
35
）
『
史
学
雑
誌
』
二
七
巻
二
号
、
一
九
一
六
年
。

（
36
）
中
村
直
勝
②
「
建
武
の
中
興
と
社
会
変
革
」（『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
一
二
巻
、
淡
交
社
、

一
九
七
九
年
、
初
出
一
九
六
八
年
、
一
三
六
頁
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
三
浦
周
行
は
、
京
大

文
学
部
へ
の
着
任
に
先
駆
け
て
、
同
大
学
よ
り
歴
史
資
料
の
蒐
集
を
委
嘱
さ
れ
て
い
た
と
い

う
（「
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
専
修
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
「
日

本
史
研
究
室
の
歩
み
」http://w

w
w
.bun.kyoto-u.ac.jp/japanese_history/jh-ayum

i/

最
終
閲
覧
日
二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
）。
そ
の
後
京
都
帝
大
に
着
任
し
た
中
村
直
勝
に
よ
る

膨
大
な
史
料
蒐
集
も
、
か
か
る
路
線
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）
注
29
中
村
論
考
①
五
七
〜
五
八
頁
。

（
38
）
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
年
。

（
39
）
③
「
社
会
の
諸
相
」（『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
二
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
八
年
）、
四
四
七

頁
参
照
。
ま
た
、
中
村
が
そ
の
翌
年
に
発
表
し
た
④
「
禁
裡
供
御
人
に
つ
い
て
」（『
同
』、
二

〇
六
頁
）
で
は
、「
一
六
〇
〇
通
余
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）
田
中
論
考
一
〇
頁
。
ま
た
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
菅
浦
文
書
影
写
本
（
以
下
、
京
大
影
写

本
と
呼
称
）
参
照
。

（
41
）
「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：

近
一
一
。

目
録
に
つ
い
て
は
注
9
を
参
照
。

（
42
）
Ａ
群
「
号
外
」
綴
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
に
中
村
が
実
見
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ

い
て
は
注
87
参
照
。

（
43
）
京
大
影
写
本
を
参
照
し
た
。

（
44
）
関
口
論
考
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁
。

（
45
）
「
歳
入
出
明
細
帳
（
大
正
七
年
度
分
）」。
秋
山
②
論
考
一
一
九
頁
。

（
46
）
中
川
泉
三
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
注
16
中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編
著

参
照
。

（
47
）
田
中
論
考
一
五
頁
。

（
48
）
中
川
泉
三
著
作
集
刊
行
会
編
『
近
江
の
史
家
中
川
泉
三
著
作
集
』
第
六
巻
（
川
瀬
泰
山
堂
、

一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
二
八
年
）、
四
九
〇
頁
。

（
49
）
『
章
資
』
一
〇
棚
―
一
五
四
五
、（
明
治
）
四
二
年
六
月
四
日
付
「
竹
生
島
文
書
編
纂
掛
へ

借
入
の
件
に
つ
い
て
葉
書
」（『
章
資
』、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
中
村
勝
麻
呂�

中
川
泉

三
。
な
お
、
こ
の
年
の
三
月
に
泉
三
は
『
近
江
坂
田
郡
志
』
編
纂
の
た
め
に
史
料
編
纂
掛
に

出
向
き
、
史
料
編
纂
掛
に
勤
め
る
多
く
の
人
物
と
人
脈
を
築
い
た
よ
う
で
あ
る
（
注
22
蔭
山

論
考
②
一
〇
頁
）。

（
50
）
太
田
浩
司
「
長
浜
町
志
の
編
纂
」（
注
16
中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編
著

所
収
）、
八
一
〜
八
二
頁
。
た
だ
し
、
大
正
二
年
に
渡
辺
世
祐
と
面
会
し
た
の
は
菅
浦
調
査
を

依
頼
し
た
竹
生
嶋
宝
厳
寺
の
峯
覚
以
で
は
な
く
、
東
浅
井
郡
朝
日
村
成
就
院
住
職
の
峯
教
貫

と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
事
情
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
峯
覚
以
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
峯
教

貫
と
は
「
都
合
ニ
依
リ
当
島
及
拙
僧
ト
ノ
関
係
ヲ
バ
一
切
相
絶
」
つ
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う

（『
章
資
』
五
棚
―
七
〇
八
、（
大
正
）
三
年
一
一
月
二
四
日
付
「
竹
生
島
々
誌
編
纂
運
動
尽



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

三
六

力
の
礼
な
ど
に
つ
い
て
書
簡
」、
宝
厳
寺
住
職
峰
覚
以�

中
川
泉
三
）。

（
51
）
「
蒲
生
郡
志
日
誌
」
大
正
三
年
八
月
（『
章
斎
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告
書
』
第
一
巻
上
、

資
一
六
頁
）
な
ど
。

（
52
）
『
章
資
』五
棚
―
六
四
〇
、
大
正
三
年
七
月
三
一
日
付「
竹
生
島
出
張
の
件
に
つ
い
て
書
簡
」、

東
浅
井
郡
私
立
教
育
会
立
川�

中
川
泉
三
。

（
53
）
『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
四
四
、（
大
正
）
六
年
七
月
二
五
日
付
「
菅
浦
行
き
の
件
に
つ
い
て

葉
書
」、
東
浅
井
郡
竹
生
嶋
宝
厳
寺
事
務
所�

中
川
泉
三
。

（
54
）
『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
四
五
、（
大
正
）
六
年
八
月
六
日
付
「
菅
浦
行
き
の
件
に
つ
い
て
葉

書
」、
竹
生
島
宝
厳
寺
執
事�
中
川
泉
三
。
な
お
、「
□
」
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
を
指

す
。
以
下
同
じ
。

（
55
）
『
章
資
』
一
棚
―
六
〇
五
六
、（
大
正
）
六
年
八
月
一
二
日
付
「
菅
浦
行
き
の
件
に
つ
い
て

葉
書
」、
東
浅
井
郡
竹
生
嶋
宝
厳
寺
事
務
所�
中
川
泉
三
。

（
56
）
「
役
人
」
と
は
、
中
川
と
つ
な
が
り
の
あ
る
付
近
の
小
学
校
教
員
や
視
学
ら
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

（
57
）
村
外
の
人
物
と
し
て
、
初
め
て
「
菅
浦
文
書
」
を
整
理
・
分
類
し
た
と
い
う
点
で
は
、
中

村
直
勝
で
は
な
く
中
川
泉
三
を
菅
浦
文
書
の
「
発
見
者
」
と
み
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し

中
川
自
身
は
、
中
央
史
学
者
を
差
し
置
い
て
古
文
書
を
自
ら
「
発
見
」
す
る
こ
と
に
さ
ほ
ど

重
要
な
意
義
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
（
伊
東
ひ
ろ
美
「
中
川
泉
三
の
歴
史
編
さ
ん
」『
栗

東
歴
史
民
俗
博
物
館
紀
要
』
五
号
、
一
九
九
九
年
、
四
四
〜
四
五
頁
）。

（
58
）
『
章
資
』に
は
、
大
正
五
年
一
一
月
三
〇
日
付
の
中
村
直
勝
書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り（
一
棚
―

五
一
三
九
、「
弘
安
役
関
係
史
料
影
写
送
付
願
に
つ
い
て
葉
書
」
中
村
直
勝�

中
川
泉
三
）、

両
者
は
こ
の
時
一
応
知
己
の
間
柄
で
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
59
）
「
三
上
参
次
」『
国
史
大
辞
典
』（
鈴
木
圭
吾
執
筆
）。

（
60
）
宮
地
正
人
「
史
料
編
纂
所
の
組
織
と
編
纂
事
業
の
歩
み
」（
東
京
国
立
博
物
館
・
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
編
『
時
を
超
え
て
語
る
も
の
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一
年
）、
八
九

〜
九
〇
頁
。

（
61
）
青
谷
美
羽
「
歴
史
学
者
・
研
究
者
」（
注
16
中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編

著
所
収
）、
四
五
頁
。

（
62
）
田
中
論
考
一
五
頁
。

（
63
）
『
章
資
』
一
棚
―
五
一
三
四
、（
大
正
）
五
年
一
一
月
二
一
日
付
「
三
上
参
次
来
県
日
程
の

件
に
つ
い
て
葉
書
」、
蒲
生
郡
役
所
水
島
（
乙
太
郎
）
郡
書
記�

中
川
泉
三
、『
同
』
二
棚
―

一
七
五
二
、（
大
正
）
六
年
八
月
三
日
付
「
暑
中
見
舞
と
三
上
氏
日
野
来
訪
の
件
な
ど
に
つ
い

て
書
簡
」
池
田
毅�

中
川
泉
三
、
な
ど
参
照
。

（
64
）
『
章
資
』
棚
上
函
一
―
六
―
一
三
、
大
正
六
年
八
月
一
五
日
「
日
野
訪
問
中
止
の
件
に
つ

い
て
書
簡
」
三
上
参
次�

中
川
泉
三
。

（
65
）
『
章
資
』
二
棚
―
一
七
五
五
、
大
正
六
年
一
〇
月
四
日
「
蒲
生
氏
郷
関
係
史
料
菅
浦
文
書

借
用
申
込
の
件
に
つ
い
て
書
簡
」
三
上
参
次�

中
川
泉
三
。

（
66
）
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
菅
浦
文
書
影
写
本
が
完
成
し
た
の
が
大
正
七
年
三
月
（
田
中
論
考

一
〇
頁
）、
京
大
影
写
本
の
そ
れ
が
同
年
四
月
で
あ
る
（
京
大
影
写
本
奥
書
に
て
確
認
）。
な

お
、
こ
の
よ
う
に
東
大
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
影
写
本
が
京
大
で
影
写
さ
れ
る
ケ
ー
ス

は
、
当
時
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（「
国
史
学
会
の
今
昔
戦
中
戦

後
京
都
の
歴
史
学
界
（
上
）」『
日
本
歴
史
』
五
八
一
号
、
一
九
九
六
年
、
四
九
頁
）。

（
67
）
「
編
纂
略
程
」（
滋
賀
県
編
『
滋
賀
県
史
』
第
一
巻
、
一
九
二
八
年
）。

（
68
）
井
上
優
「
牧
野
信
之
助
と
『
滋
賀
県
史
』
編
さ
ん
」（『
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
紀
要
』
五

号
、
一
九
九
九
年
）、
五
六
頁
。

（
69
）
秋
山
論
考
②
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
参
照
。

（
70
）
秋
山
論
考
②
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
参
照
。

（
71
）
「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：

近
八
。

（
72
）
田
中
論
考
八
頁
参
照
。

（
73
）
堀
大
慈
「
江
州
浅
井
郡
菅
浦
阿
弥
陀
寺
什
物
等
之
記
録
」（『
史
窓
』
三
六
号
、
一
九
七
九

年
）
参
照
。

（
74
）
堀
大
慈
「
江
州
浅
井
郡
菅
浦
阿
弥
陀
寺
所
蔵
「
日
鑑
」（
上
）」（『
史
窓
』
三
七
号
、
一
九

八
〇
年
）、「
同
（
下
）」（『
同
』
三
八
号
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
75
）
「
江
州
浅
井
郡
内
菅
浦
村
御
検
地
帳
」（「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
土

地
」、
請
求
記
号：

二
〇
一
）。

（
76
）
秋
山
論
考
②
一
二
〇
頁
参
照
。

（
77
）
関
口
論
考
一
二
八
頁
。
ま
た
、
秋
山
氏
が
引
用
す
る
田
中
氏
が
残
さ
れ
た
調
査
記
録
に
よ

れ
ば
、
そ
の
他
に
も
七
四
一
、
七
四
四
、
八
五
五
、
一
二
五
八
号
が
、「
続
集
分
」
に
も
か
か

わ
ら
ず
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
秋
山
論
考
①
六
九
頁
）。

（
78
）
「
借
覧
証
（
県
史
編
纂
参
考
用
と
し
て
古
文
書
綴
等
）」「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代



菅
浦
文
書
の
「
発
見
」
と
そ
の
前
後

三
七

分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：

近
一
三
―
一
。

（
79
）
「〔
通
知
〕（
県
史
編
纂
の
た
め
借
用
書
類
返
却
）」「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」

よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：

近
一
三
―
四
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
堺
相
論
絵
図
」
の
み

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
二
五
日
付
で
返
却
さ
れ
て
い
る
（「〔
通
知
〕（
県
史
編
纂
の
た

め
借
用
の
乾
元
庄
堺
之
図
返
却
）」「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代

分
」、
請
求
記
号：
近
一
六
）。

（
80
）
秋
山
論
考
①
五
九
頁
。

（
81
）
中
村
直
勝
⑤
「
堺
相
論
」（『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
四
巻
、
淡
交
社
、
一
九
七
八
年
）、
四

五
七
頁
、
秋
山
論
考
①
五
七
〜
五
八
頁
。

（
82
）
磯
野
實
惠
「
序
文
」（『
近
江
伊
香
郡
志
』、
一
九
五
二
年
）。
な
お
、『
近
江
伊
香
郡
志
』
は

何
度
か
編
纂
事
業
の
中
断
を
経
験
し
て
お
り
、
当
初
の
予
定
よ
り
完
成
は
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
83
）
「
秋
山
氏
保
管
文
書
」
三
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
い
ず
れ
も
大
正
六
年
に
京
大
へ
搬
出

さ
れ
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
Ｃ
群
に
属
す
る
文
書
と
み
ら
れ
る
（「
秋
山
氏
保
管
文
書
」
一
）。

（
84
）
「
借
用
証
（
伊
香
郡
郷
土
史
編
纂
会
へ
提
出
の
菅
浦
四
至
榜
示
絵
図
等
史
料
）」「
菅
浦
共
有

文
書
（
近
世
・
近
現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：
近
二
。

（
85
）
秋
山
論
考
②
一
二
一
頁
。

（
86
）
「〔
通
知
〕
高
島
郡
誌
編
纂
の
た
め
貸
与
の
古
文
書
類
返
却
」「
菅
浦
共
有
文
書
（
近
世
・
近

現
代
分
）」
よ
り
「
近
現
代
分
」、
請
求
記
号：

近
一
五
。

（
87
）
田
中
論
考
一
〇
頁
。
な
お
、
史
料
②
に
み
え
る
「
信
長
の
安
土
城
築
城
の
時
に
人
夫
及
び

物
品
を
徴
発
せ
し
状
」
が
「
阿
閉
貞
征
・
同
貞
大
連
署
状
」（
一
二
五
八
号
）
を
指
す
と
み
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
「
号
外
」
綴
に
は
、
す
で
に
中
川
泉
三
に
よ
っ
て
調
査
済
み
の
文
書
が
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
京
大
は
大
正
六
年
時
に
こ

れ
を
借
用
せ
ず
、
後
に
な
っ
て
結
局
「
続
集
分
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。
中
川
の
知
人
黒
田
惟
信
に
よ
る
『
東
浅
井
郡
志
』（
昭
和
二
年
刊
）
の
中
で
「
続

集
分
」
の
う
ち
一
二
五
八
号
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
秋
山
論
考
①
七
〇
頁
）
の
背

景
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
88
）
秋
山
論
考
②
一
三
一
頁
。

（
89
）
注
23
林
屋
論
考
一
〇
九
頁
。

（
90
）
注
4
赤
松
論
考
①
四
四
一
頁
。

（
91
）
田
中
論
考
一
〇
頁
。

（
92
）
具
体
的
な
史
料
徴
証
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
か
か
る
動
向
に
は
、
こ
の
当
時
全
国
的

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
一
九
四
〇
年
の
「
皇
紀
二
六
〇
〇
年
」
奉
祝
事
業
が
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
古
川
隆
久
『
皇
紀
・
万
博
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
93
）
秋
山
論
考
①
七
八
〜
八
〇
頁
。

（
94
）
秋
山
論
考
②
一
三
四
頁
。

（
95
）
勝
山
清
次
・
早
島
大
祐
編
『
京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
和
書
目
録
』、
二
〇
〇

五
年
、
三
九
頁
。

（
96
）
秋
山
氏
に
よ
る
と
、
林
屋
ら
が
「
続
集
分
」
の
調
査
の
た
め
に
菅
浦
を
訪
れ
た
際
に
宿
泊

の
世
話
を
行
っ
た
の
も
菅
浦
新
二
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
（
秋
山
論
考
②
一
三
四
頁
）。

（
97
）
秋
山
論
考
①
七
八
〜
七
九
頁
。

（
98
）
『
国
史
研
究
室
通
信
』
二
六
号
、
二
四
頁
。

（
99
）
注
95
勝
山
清
次
・
早
島
大
祐
編
著
三
九
頁
。

（
100
）
注
4
赤
松
論
考
②
五
八
四
〜
五
八
五
頁
。

（
101
）
史
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

（
102
）
「
歳
入
出
萬
明
細
帳
（
昭
和
二
六
年
度
分
）」、
秋
山
論
考
②
一
二
三
頁
。

（
103
）
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
は
、
こ
の
際
に
滋
賀
大
学
経
済
学
部
長
江
頭
恒
治
氏

が
、
菅
浦
区
長
北
川
新
衛
氏
に
宛
て
た
菅
浦
文
書
の
「
預
り
証
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

Ｄ
群
（
近
世
分
）
は
昭
和
二
九
年
七
月
一
九
日
付
で
契
約
さ
れ
た
（
同
館
所
蔵
「
借
用
古
文

書
・
遺
物
覚
」）。

（
104
）
近
世
の
菅
浦
新
二
郎
家
に
つ
い
て
は
、
青
柳
周
一
「
菅
浦
文
書
を
読
み
直
す
」（『
滋
賀
大

学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
』
四
八
号
、
二
〇
一
五
年
）、
五
一
〜
五
七
頁
参
照
。
秋

山
氏
に
よ
れ
ば
、
菅
浦
新
二
氏
の
父
新
四
郎
安
知
氏
は
菅
浦
住
人
か
ら
「
代
官
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
い
う
（
秋
山
論
考
①
五
四
頁
）。

（
105
）
中
村
直
勝
と
菅
浦
新
二
氏
は
、
大
正
六
年
の
菅
浦
文
書
調
査
以
降
、「
長
く
交
際
が
あ
っ
た
」

と
い
う
（
注
29
中
村
論
考
①
五
八
頁
）。

（
106
）
田
中
論
考
一
四
頁
参
照
。

（
107
）
田
中
克
行
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
（
堀
井
靖
枝
氏
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
る
）。
な

お
、『
滋
賀
県
史
』
第
二
巻
、
七
五
九
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
応
永
三
十
三
年
十
月
秋
成
年



滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

第
四
十
九
号

三
八

貢
銭
十
貫
文
の
納
状
に
「
助
三
郎
三
井
殿
代
官
」
と
あ
る
一
通
」
に
つ
い
て
も
現
在
所
在
が

知
れ
な
い
。
秋
山
論
考
①
六
九
頁
を
参
照
。

（
108
）
田
中
克
行
「
惣
と
在
家
・
乙
名
」（
注
5
田
中
著
書
所
収
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
109
）
注
5
田
中
著
書
六
七
〜
六
八
頁
。

（
110
）
小
林
丈
広
編
著
『
京
都
に
お
け
る
歴
史
学
の
誕
生
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、

松
沢
裕
作
編
『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
な

ど
。

（
111
）
二
〇
一
六
年
現
在
、
菅
浦
区
内
の
役
職
が
隔
年
で
交
代
す
る
際
、
新
役
に
当
た
っ
た
方
々

は
、
菅
浦
文
書
原
本
を
閲
覧
す
る
た
め
に
滋
賀
大
学
を
訪
れ
て
お
ら
れ
る
。


